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ᗎ　文

熊本城は、加藤清正により築城された城郭で、西南戦争の㝿に大ᑠ天守や本丸御殿等が焼

失したものの、宇土櫓をはじめとする櫓群や門・塀などの重要文化財建造物が残る඲ᅜ᭷ᩘ

の城跡です。また、重ᒙ的な石垣等を᭷する城跡は学術上の価値が特に高く、ᡃがᅜにおけ

る文化の㇟ᚩたるものとしてホ価され、特別史跡に指定されています。

これまでに熊本城ではࡑの価値をより一ᒙ高めることを目的に、平成９年（1997）度に策

定したࠗ熊本城復ඖᩚഛ計画࠘に基づき、本丸・二の丸地区一ᖏの復ඖᩚഛにྲྀり⤌んでま

いりました。

のような中、平成ࡑ 28 年（2016）㸲月に「平成 28 年熊本地震」が発⏕し熊本城において

も重要文化財建造物 13 Ჷ、෌建・復ඖ建造物 20 Ჷなどのಽቯや一㒊ᦆቯ、石垣においても

඲体の３๭にᔂⴠ・⭾らࡳ⦅・ࡳが⏕じるなど、甚大なる被害を受けました。

この㠀ᖖ事態に᥋し、本市では平成 30 年（2018）年３月にࠗ熊本城復旧基本計画࠘を策

定しました。

本計画は、文化財としての価値のಖ඲を前ᥦとして、被⅏した石垣、建造物の復旧をはじ

め熊本城のຠ⋡的・計画的な復旧と戦␎的なබ㛤・ά⏝を╔ᐇに進めていくために策定した

もので、現在、本計画に基づき復旧事業を進めているとこࢁです。

この報告書は、本計画に基づき計画された重要文化財建造物長塀の復旧に伴い事前にᐇ᪋

した発掘調査の成果をまとめたもので、௒後の熊本城の復旧୪ࡧにಖ存・ά⏝のཧ⪃になれ

。ᖾいに存じますࡤ

᭱後になりますが、本報告書をห行するにあたり、ࡈ指ᑟ、ࡈ༠ຊいたࡔきました᪉ࠎに

῝くឤㅰ⏦し上ࡆます。

令和３年（2021）３月

熊本市長　大�西�一�史



౛　ゝ

１　本書は、平成 28 年熊本地震で被⅏した特別史跡熊本城跡の重要文化財長塀復旧事業に伴ってᐇ᪋し

た発掘調査報告書である。本書のห行は、重要文化財建造物ಖ存修理事業（文化ᗇ⿵ຓ事業）の一

⎔となる。長塀本体の復旧については熊本市ࠗ重要文化財熊本城長塀修理（⅏害復旧）ᕤ事報告書࠘

2021 年として別㏵ห行となる。　

２　発掘調査（現ሙస業・ᩚ理స業）ཬࡧᕤ事❧఍は、平成 30 ～令和２年度に࠿けて熊本城調査研究セ

ンターがᐇ᪋した。

３　発掘調査（現ሙస業）の期間は、平成 30 年（2018）9 月 13 日～平成 31 年（2019）1 月 28 日にᐇ᪋し、

ᕤ事❧఍は平成 31 年度（令和ඖ年度）に㝶時ᐇ᪋している。

㸲　発掘調査（現ሙస業）ཬࡧᕤ事❧఍は、岩橋隆浩（文化財ಖㆤཧ事・主ᖿ　⁠㈡┴࠿らὴ㐵）、㡲㈅ៅ࿃（文

化財ಖㆤ主事　ᐑ城┴௝ྎ市࠿らὴ㐵）、Ἑ本ឡ㍤（文化財ಖㆤ主事）がᢸᙜした。

５　ᩚ理స業・報告書స成は、熊本城調査研究センターのస業ᐊෆ等でᐇ᪋した。

６　発掘調査（現ሙస業）におけるᐇ測ᅗస成・෗┿᧜ᙳはྛᢸᙜ者が行った。ᩚ理స業におけるฟ土遺

物の１ḟ㑅ฟもྛᢸᙜ者が行った。

７　現ሙస業における土ᒙཬࡧฟ土遺物のⰍ調ᶆ記はࠗ᪂∧ᶆ‽土Ⰽᖒ （࠘ᑠᒣ正ᛅ・竹原⚽㞝編著）に

基づく。

㸶　ᗙᶆᩘ値は、ᅜ土調査ἲ第ϩᗙᶆ系ᩘ値である。

９　ᩚ理స業・報告書స成における遺構ᅗస成は熊本城調査研究センター⫋ဨが行い、遺物ᐇ測ᅗస成・

遺物෗┿᧜ᙳは、ᰴᘧ఍♫஑ᕞ文化財研究所に業ົጤクした。

10　本書のᇳ➹ศᢸは、第１❶１を熊本市ࠗ特別史跡熊本城跡⥲ᣓ報告書　調査研究編 2࠘020 年よりᢤ⢋・

一㒊修正。第１❶２・３を熊本市ࠗ熊本城復旧基本計画࠘2018 年よりᢤ⢋・修正。第１❶㸲・第３

❶を岩橋、第㸲❶を岩橋・金田一精（主査）、ࡑの௚を矢野裕介（文化財ಖㆤ主ᖿ　熊本┴࠿らὴ㐵）・

金田がᇳ➹した。

11　本書の編集は矢野がᢸᙜし、金田が⿵బした。

12　本報告にあたり、ࣞࢺンࢳの名⛠について、௨ୗのとおりኚ᭦した。

　　　第 11 ～ 20 ࢳンࣞࢺ　Ѝ　ࢳンࣞࢺ 11 ～ 20

13　ᅗ面、෗┿、ฟ土品は熊本城調査研究センターにಖ⟶している。

14　本書の⤮ᅗ・ྂ෗┿等のᥖ㍕チྍにあたりୗ記の機関にࡈ㓄៖を㈷った。記してឤㅰ⏦し上ࡆる（50

㡢㡰、ᩗ⛠␎）

熊本┴❧ᅗ書㤋、බ┈財ᅋἲேỌ㟷文ᗜ

15　ᱞ瓦の㈨ᩱ調査においては、௨ୗの᪉ࠎに指ᑟ・ຓゝをᚓた。（㡰୙ྠ・ᩗ⛠␎）

　　ሐ伴治・橋本清⨾（ᰗ川市ᩍ⫱ጤဨ఍）、進村┿அ・⛙᠇二（஑ᕞ歴史㈨ᩱ㤋）

　　బ藤浩ྖ（බ┈財ᅋἲே北஑ᕞ市ⱁ術文化᣺⯆財ᅋ埋ⶶ文化財調査ᐊ）
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第１❶　復旧事業について

㸯㸬≉ูྐ㊧⇃ᮏᇛ㊧࡚࠸ࡘ࡟

熊本城は、熊本市の中ᚰ㒊に位置し、天正 16 年（1588）に⫧後にධᅜした加藤清正がⲔ⮻ᒣୣ㝠඲体

をྲྀり㎸んで築城し、明治 10 年（1877）の西南戦争ではᨻᗓ㌷が⡲城した平ᒣ城である。13 Ჷの櫓や城

門が残存し、石垣や城ቸの多くが旧つをಖつとして᫛和㸶年（1933）に建物はᅜᐆに、石垣や✵ᇼ、水ቸ

などが史㋱「熊本城」に指定された。᫛和 25 年（1950）に文化財ಖㆤἲがไ定されて௨㝆、ࡑれࡒれ重

要文化財と史跡「熊本城跡」に名⛠がኚ᭦となり、史跡は㏣加指定を経て᫛和 30 年（1955）に特別史跡

に指定されている。城ᇦは⣙ 98KD とᗈ大で、現在ではこのうちの⣙ 57.8KD が史跡指定地となっている。

᫛和 57 年度にはࠗ特別史跡熊本城跡ಖ存⟶理計画࠘を策定し、特別史跡としての熊本城跡を良好な状

態でಖ存していくことを᭱ඃඛに⪃え、残存する遺構の維持ಖ存はもとより、城ᇦのቃ界を明確にするた

めに石垣やᇼの積ᴟ的な復ඖなども行なうべきであるとまとめている。また、平成９年度にはࠗ熊本城復

ඖᩚഛ計画࠘を策定し、地ᇦの㈗重な歴史遺⏘であり文化の㇟ᚩでもある熊本城跡の価値をより一ᒙ高め

るため、城ᇦ඲体をᑐ㇟に史ᐇに基づいた建造物・遺構の復ඖ・修理を行なうことをỴ定した。この復ඖ

ᩚഛ計画は▷期・中期・長期にศけて進められ、▷期ࣗࢪࢣࢫーࣝの第１期で西ฟ丸（ዊ行丸）一ᖏをᑐ

㇟として復ඖᩚഛが行なࢃれた。⥆く第２期ではᑐ㇟地区を㣤田丸一ᖏとし、஬㝵櫓の復ඖとともに石垣

の⭾らࡳが著しい⟠所や明治初期に᧔ཤされた㒊ศの石垣解体修理ཬࡧ復ඖᩚഛが行なࢃれている。第３

期では、本丸御殿建物群の大ᗈ間・大御ྎ所Ჷཬᩘࡧᐤᒇの復ඖᩚഛが行なࢃれた。

こうしたな࠿、平成 28 年（2016）㸲月に発⏕した「平成 28 年熊本地震」は、重要文化財建造物 13 Ჷ、

෌建・復ඖ建造物 20 Ჷのಽቯ、一㒊ᦆቯ、石垣の３๭にᔂⴠや⭾らࡳ⦅・ࡳが⏕じるなど、熊本城に甚

大な被害をཬࡰした。これを受けて平成 30 年（2018）３月にࠗ熊本城復旧基本計画 （࠘௨ୗ、「復旧計画」

という）を策定し、現在、復旧事業を進めている。

　あࢃせて平成 29 年度には、熊本城跡の本㉁的な価値とࡑれを構成するㅖ要⣲を෌確認し、ࡑのうえで

より㐺ษなಖ存・⟶理のあり᪉や、現状ኚ᭦等のྲྀᢅ基‽を定めてά⏝・ᩚഛの᪉ྥᛶを♧したࠗ特別史

跡熊本城跡ಖ存ά⏝計画 （࠘௨ୗ、「ಖ存ά⏝計画」という）にᨵゞした。熊本城跡の本㉁的価値は、熊本

城にまつࢃる歴史㈨ᩱや城ᇦの⦖ᙇ、石垣、歴史的建造物などのㅖ要⣲で構成され、これらをሀᐇな調査

によって史ᐇに正しく解㔘することで୙ኚの価値と認㆑できるものとなる。特別史跡である熊本城跡のಖ

存ά⏝は、ࡑの上でಖ存やᩚഛ、ၨ発をᅗっていくことが特に⫢要となる。

ͤ�熊本城࿘㎶の地理的・歴史的⎔ቃ、特別史跡の構成要⣲、平成 28 年熊本地震と被⅏状況については、

熊本城調査研究センター報告書第５集ࠗ特別史跡熊本城跡復旧事業報告書１　̿重要文化財長塀復旧等

に伴う確認調査̿࠘2021 年をཧ↷のこと。

㸰㸬᚟ᪧ஦ᴗࡢᴫせ

平成 28 年（2016）4 月 14 日ཬࡧ 16 日に発⏕した平成 28 年熊本地震により、熊本城は特別史跡熊本城

跡としての文化財୪ࡧに熊本城බᅬとしての㒔市බᅬの୧面࠿ら඲ᇦ的に甚大な被害を受けた。ࡑの復旧

には、長いṓ月と多大な㈝⏝に加え、高いᑓ門▱㆑・ᢏ術・ேဨを要すること࠿ら、ᅜ・┴等の関ಀ機関

や関ಀᅋ体との㐃ᦠはもとより、市Ẹ・┴Ẹをはじめ、熊本城の復旧を㢪う多くの᪉ࠎのຊを⤖集してྲྀ

り⤌んでいくᚲ要があった。

また、ࡑの復旧にあたっては、文化財的価値のಖ඲を基本に、市Ẹの᠁いのሙとしての㒔市බᅬの᪩期

復旧のほⅬ、あるいは文化財・㒔市බᅬが調和した重要なほග㈨※の᪩期෌⏕をᅗるほⅬ࠿ら、ຠ⋡的・

計画的な復旧と戦␎的なබ㛤・ά⏝を進めていくことが重要であった。
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のため、平成ࡑ 28 年（2016）12 月に熊本城復旧にྥけた基本的な⪃え᪉やྲྀり⤌ࡴべき᪋策の᪉ྥᛶ

を定めた「熊本城復旧基本᪉㔪」を策定し、ࡑれに基づき、平成 30 年（2018）３月に復旧計画を策定した。

本計画は、石垣、建造物等をはじめ、౽┈᪋タ・⟶理᪋タ等をྵࡴ熊本城඲体の復旧ᡭ㡰、⪏震化等のᕤ

ἲの᳨ウ、復旧過程のබ㛤ཬࡧ⥅⥆的な復旧をᨭえる体ไづくりなど、復旧にಀるල体的な᪉㔪や᪋策ཬ

を体系的に定め、熊本城のຠ⋡的・計画的な復旧と戦␎的なබ㛤・ά⏝を╔ᐇに進めていくたࡳ⤌りྲྀࡧ

めに策定したもので、ձ被⅏した石垣・建造物等のಖ඲、ղ復⯆のシンࣝ࣎「天守㛶」の᪩期復旧、ճ石

垣・建造物等の文化財的価値ಖ඲と計画的復旧、մ復旧過程のẁ㝵的බ㛤とά⏝、յ᭱᪂ᢏ術もά⏝した

Ᏻ඲ᑐ策の᳨ウ、ն１００年ඛをぢᤣえた復ඖ࡬の♏づくり、շ基本計画の策定・᥎進と７つの基本᪉㔪

がᥖࡆられた。

計画ᑐ㇟区ᇦは、特別史跡熊本城跡のᙜ時の指定区ᇦ（51.2KD）ཬࡧ熊本城බᅬの㒔市計画බᅬ区ᇦ

（55.7KD）で、特別史跡の指定⠊ᅖがᣑ大したሙྜ、ࡑの㒊ศも計画区ᇦにྵࡴこととした。計画期間は

平成 30 年（2018）࠿ら 20 年とし、令和㸲年度（2022）までの 5 年間を▷期、⤊期までの 20 年間を中期

とした。

熊本城の復旧事業は復旧計画に基づき、文化財価値のಖ඲を前ᥦとして、ࡑれࡒれの復旧にᑐしてᚲ要

な調査・研究をᐇ᪋し、学㆑者等によるጤဨ఍・ᑓ門㒊఍での㆟ㄽを踏まえながら、⪏震化等のᏳ඲ᑐ策

も᳨ウし、文化財ಖㆤἲ上の現状ኚ᭦等のチྍなどἲ的ᡭ⥆を踏まえ、ຠ⋡的に᥎進している。

㸱㸬▼ᇉ࣭ᘓ㐀≀➼ࡢ᚟ᪧ᪉㔪

(1) ▼ᇉࡢ᚟ᪧᇶᮏ᪉㔪

ͤࠗ熊本城復旧基本計画࠘2018 年より

石垣は原則として「地震直前の状態」に復旧する

○石垣のᚐ˳ር׊は必要最小限とする。

○石垣等の復旧は、ˡወ߻法を基本とする。

○安全確保と文化財価値の保全をɲᇌする。

○ᢘЏな文化財調査と঺ௐの検討を行う。

たƩし、以下の場合には「地震直前の状態」に復旧しないこともある。

Ĭ地震直前の状態が、ଏに安全上、үᨖな状況にあるなど、ನ造上のբ᫆をஊしていた場合

Ტ̊ᲴǺȬ・܊みЈし等Უ

ĭˡወ的߻法Ʃƚでは石垣を安全にπ᧏することがでƖないとЙ断ƞれる場合は、必要最小

限のྵˊ߻法によるನ造補強を検討する。

Į地震直前の状態が、ଢらƔにࢸɭの補̲等によƬて、߻法・እ材などが٭更ƞれ、文化財

価値を˯下ƞせていた場合Ტ̊Ჴ᧓ჷ石̅ဇ・ጀ石ᆢ߻施߻等Უ
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��� ᘓ㐀≀➼ࡢ᚟ᪧᇶᮏ᪉㔪

㸲㸬஦ᴗᑐ㇟⟠ᡤࡢ⤒⦋

平成 28 年熊本地震により被⅏した城ෆのᅜの重要文化財建造物 13 Ჷのうち特に被害の大きなものは、

㡰ḟ解体を進めており、௒後復旧を進めていく᪉㔪である。ࡑの᭱初の復旧となるのが、長塀である。

長塀は熊本城本丸の南➃、市ᗇ⯋࠿らもᮃめる位置にあるᆤ஭川ἢいの石垣の上に構築され、඲長⣙

242.44 㹫（134 間）の木造瓦ⵌᒇ᰿の塀である。᫛和 8（1933）年にᅜᐆに指定され、᫛和 25（1950）年

の文化財ಖㆤἲのᨵ正により重要文化財となった。平成28年熊本地震では、東ഃのᘏ長⣙80㹫ศがಽቯし、

前年度のྎ㢼で◚ᦆした西ഃ㒊ศもྵめて、⥭ᛴᥐ置として平成 28 年 8 月࠿ら塀඲体の解体が行なࢃれ、

木ᮦ・瓦などの㒊ᮦが಴ᗜに᱁⣡され、塀の基♏石と一㒊の控石柱を残すのࡳとなった。

平成 29 年度（2017）に、ᕤ事による史跡࡬のᙳ㡪の᭷↓を確認するための確認調査をᐇ᪋した⤖果、

江戸期の遺構が残存している⟠所があることがุ明したため、遺構のಖㆤに関して所ෆで༠㆟を重ࡡ、ᕤ

事によって遺構࡬ᙳ㡪がཬࡤないようなタ計とし、ᕤ事を行なう㐠ࡧとなった。

௒ᅇのಖ存修理ᕤ事では、長塀本体を⫼後でᨭえる控石柱をྵࡴ建物඲体の構造⿵ᙉがㄢ㢟となってお

り、ࡑの⿵ᙉ᪉ἲを遺構࡬のᙳ㡪がない᪉ἲにするため、控石柱はコンࢡリーࢺ基♏と➽஺いの金物で⿵

建造物は、原則として「地震直前の状態」に復旧することを基本とするが、耐震・耐風対

策などの防災機能等についての検討を行う。

特に耐震対策について、総合的な調査・研究を早急に行う。

【重要文化財建造物】

＜耐震対策＞

○被害状況及び破損調査を実施すると共に、文化庁が定める重要文化財建造物耐震診断指

針に基づく耐震診断を実施し、復旧方法を検討する。

○建造物の基礎となる石垣を含め、重要文化財建造物の文化財的価値が損なわれることを

防ぐととともに、来城者の安全確保を含め必要に応じた耐震性能の向上措置を図る。

○重要文化財建造物の耐震補強を実施する場合は、文化財的価値の維持のため、以下の原

則を可能な限り満たす補強方法とする。

ア 意匠を損なわないこと

イ 部材を傷めないこと

ウ 可逆的であること

エ 区別可能であること

オ 最小限の補強であること

＜耐風対策＞

○九州地方は台風襲来が多く、これまでも長塀などにおいて台風による倒壊等の被害が生

じ、災害復旧を繰り返している歴史的経緯も踏まえ、耐震対策のみならず耐風対策につ

いても併せて検討する。

＜その他防災対策＞

○老朽化した防災・電気設備の更新、避難誘導を視野に入れた来城者動線の見直しとそれ

に併せた展示及びその設備の更新を図り、火災を含めた建造物の防災機能の総合的な向

上措置も検討する。

【再建・復元建造物】

○復元建造物については、設計時の性能、被災状況、石垣への影響、石垣・建造物の安全

性を十分に検証し、耐震対策や耐風対策等を踏まえた復旧方法を検討する。

ͤࠗ熊本城復旧基本計画࠘2018 年より
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ᙉされるタ計となった。ᙜ初は控石柱༢体を῝い基♏で⿵ᙉするண定であったが、確認調査で江戸期の遺

構が確認されたため、ࡑの῝度よりもὸい位置での᪋ᕤが᳨ウされた。ࡑの⤖果、ᩘ本の控石柱をコンࢡ

リーࢺ基♏で㐃⤖して⿵ᙉする᪉ἲとなった。このこと࠿ら、コンࢡリーࢺ基♏᪋ᕤ時の掘๐⠊ᅖ඲面で

発掘調査を行ない、ಖ存ά⏝計画によってಖㆤᑐ㇟とされている時期の遺構の᭷↓を確認し、ಖㆤᑐ㇟の

遺構が᳨ฟされたሙྜはタ計の෌᳨ウをすることとした。

㸳㸬஦ᴗయไ

యไࡢ஦ᴗࠉ���

特別史跡熊本城跡復旧事業に伴うྛ種事業については、熊本市文化市Ẹᒁ熊本城⥲ྜ事ົ所ཬࡧ熊本城

調査研究センター（令和ඖ年度௨前は経῭ほගᒁに所属）が所⟶し、事業の᪉㔪・᪉ྥᛶ、ྛ事業のᕤἲ

等については、熊本城文化財修復᳨ウጤဨ఍୪ࡧに建築・構造・石垣のࡑれࡒれの࣡ー࢟ンࣝࢢࢢーࣉで

ᑂ㆟し、文化ᗇ、熊本┴と༠㆟を重ࡡながら事業を進めている。な࠿でも、ྛ事業を進めるにあたっての

発掘調査、ᕤ事❧఍等のᑐᛂについては、熊本城調査研究センターが行ない、ࡑれらの成果等を踏まえて

事業が進められている。

➨㸯ᅗࠉ஦ᴗᑐ㇟⟠ᡤ఩⨨ᅗ
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஦ົᒁࠉ���

本報告にಀる熊本城調査研究センターの発掘調査等の調査体ไについては௨ୗのとおりである。

ࠝ平成 29 年度ࠞ

所　長　　　　　　Ώ㎶຾ᙪ

副所長　　　　　　⥙田㱟⏕

文化財ಖㆤ主ᖿ　　㭯ᔱಇᙪ

⨾ཱྀ⃰⣖Ꮚ（ව調査研究⌜主査）

復旧事業⌜（ᢸᙜ⌜）

　主査　　　　　　　　　金田一精ࠝ調ᩚᢸᙜࠞ

　文化財ಖㆤཧ事　　　　ᒣୗ᐀ぶࠝ調ᩚᢸᙜࠞ

北原　治（⁠㈡┴࠿らὴ㐵）

文化財ಖㆤ主௵主事　　関᰿❶⩏（ᐑ城┴௝ྎ市࠿らὴ㐵）

჆村ဴஓ文化財ಖㆤ主事

　　　　原田೺ྖ（ୗ༙期　長野┴ᯇ本市

（らὴ㐵࠿

┿㘠㈗໷（ୗ༙期　㤶川┴࠿らὴ

㐵）

調査研究⌜　主௵主事　┈田▱Ꮚࠝ事ົᢸᙜࠞ

ࠝ平成 30 年度ࠞ

所　長　　　　　　Ώ㎶຾ᙪ

副所長　　　　　　⥙田㱟⏕

文化財ಖㆤ主ᖿ　　㭯ᔱಇᙪ

　　　　　　　　　⨾ཱྀ⃰⣖Ꮚ（ව調査研究⌜主査）

復旧事業⌜（ᢸᙜ⌜）

　主査　　　　　　　　　金田一精ࠝ調ᩚᢸᙜࠞ

　文化財ಖㆤཧ事　　　　ᒣୗ᐀ぶࠝ調ᩚᢸᙜࠞ

岩橋隆浩（⁠㈡┴࠿らὴ㐵）

��ࠝ 調査・ᩚ理ᢸᙜࠞ

Ώ㑔　ㄔ（７～９月　㤶川┴

高ᯇ市࠿らὴ㐵）

文化財ಖㆤ主௵主事　　関᰿❶⩏（ᐑ城┴௝ྎ市࠿らὴ㐵）

ୗ高大㍜（⁠㈡┴ᙪ᰿市࠿らὴ㐵）

和田㐩ஓ（㟼ᒸ┴὾ᯇ市࠿らὴ㐵）

文化財ಖㆤ主事　　　　჆村ဴஓ

Ἑ本ឡ㍤ࠝ調査・ᩚ理ᢸᙜࠞ

Ლ原ៅྖ（㸲～６月　㤶川┴高ᯇ

市࠿らὴ㐵）

調査研究⌜　主௵主事　┈田▱Ꮚࠝ事ົᢸᙜࠞ

ࠝ平成 31・令和ඖ年度ࠞ

所　長　　　　　　Ώ㎶຾ᙪ

副所長　　　　　　濵田┿和

文化財ಖㆤ主ᖿ　　㭯ᔱಇᙪ

⨾ཱྀ⃰⣖Ꮚ（ව調査研究⌜主査）

岩橋隆浩（⁠㈡┴࠿らὴ㐵）

��ࠝ 調査・ᕤ事❧఍・ᩚ理ᢸᙜࠞ

復旧事業⌜（ᢸᙜ⌜）

主査　　　　　　　　　　金田一精ࠝ調ᩚᢸᙜࠞ

文化財ಖㆤ主௵主事　　　჆村ဴஓ

ୗ高大㍜（⁠㈡┴ᙪ᰿市࠿ら

ὴ㐵）

文化財ಖㆤ主事　　　　Ἑ本ឡ㍤ࠝ調査・ᕤ事❧఍・ᩚ理

ᢸᙜࠞ

டᓥៅ࿃（Ἀ⦖┴࠿らὴ㐵）

㡲㈅ៅ࿃（上༙期　ᐑ城┴௝ྎ市

ࠝ（らὴ㐵࠿ ᕤ事❧఍ᢸᙜࠞ

ᰗ⃝　ᴁ（ୗ༙期　ᐑ城┴௝ྎ市

（らὴ㐵࠿

調査研究⌜　主௵主事　村上㔛⨾ࠝ事ົᢸᙜࠞ

ࠝ令和２年度ࠞ

所　長　　　　　　Ώ㎶຾ᙪ

副所長　　　　　　ᆏ本正ᜨ

文化財ಖㆤ主ᖿ　　⨾ཱྀ⃰⣖Ꮚ（ව調査研究⌜主査）

矢野裕介（熊本┴よりὴ㐵）

��ࠝ 報告ᢸᙜࠞ

㜿㒊Ὀஅ（ୗ༙期　⚟ᒸ市࠿らὴ㐵）

復旧事業⌜（ᢸᙜ⌜）

　主査　　　　　　　　　金田一精ࠝ調ᩚ・報告ᢸᙜࠞ

文化財ಖㆤ主௵主事　　ୗ高大㍜

჆村ဴஓ

文化財ಖㆤ主事　　　　బ఑Ꮥ央

調査研究⌜　主௵主事　村上㔛⨾ࠝ事ົᢸᙜࠞ

　　఍計年度௵⏝⫋ဨ　竹田▱⨾ࠝᩚ理・報告ᢸᙜࠞ

　　఍計年度௵⏝⫋ဨ　後藤　ᜨࠝᩚ理・報告ᢸᙜࠞ

㸴㸬ጤဨ఍

特別史跡熊本城跡のಖ存とά⏝の在り᪉についてᖜᗈく⥲ྜ的に᳨ウするため、特別史跡熊本城跡ಖ存
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ά⏝ጤဨ఍がタ置されている。熊本城の被⅏後、ࡑの㒊఍として❧ち上がったのが、文化財修復᳨ウ㒊఍

である。この文化財修復᳨ウ㒊఍は令和ඖ年度௨㝆、ጤဨ఍となった。

本ጤဨ఍でのᑂ㆟事項は、石垣の復旧、建造物の復旧᪉㔪・⿵ᙉ᪉ἲ、遺構の修復・ಖ඲等で、ࡑのᑂ

㆟を踏まえて事業が進められており、ጤဨ఍はさらによりᑓ門的にᑂ㆟を行うため建築、構造、石垣と３

つの࣡ー࢟ンࣝࢢࢢーࣉにศ࠿れている。

㸵㸬ጤဨ఍➼࡛ࡢ༠㆟஦㡯

（１）平成 29 年度第２ᅇ文化財修復᳨ウ㒊఍

　࠙ 㛤ദ日ࠚ平成 29 年９月 28 日　

　࠙ ෆ　ᐜࠚ長塀（建物）ཬࡧ石垣の修理履歴のᥦ♧と復旧にྥけての調査・進め᪉について

（２）平成 29 年度第３ᅇ文化財修復᳨ウ㒊఍

　࠙ 㛤ദ日ࠚ平成 29 年 12 月 25 日　

　࠙ ෆ　ᐜࠚ長塀石垣解ᯒཬࡧ⿵ᙉ᱌のᥦ♧　長塀構成ᮦ調査⤖果報告

（３）平成 29 年度　構造解ᯒ࣡ー࢟ンࢢ

　࠙ 㛤ദ日ࠚ平成 30 年３月 30 日　

　࠙ ෆ　ᐜࠚ長塀石垣のᩘ値解ᯒについて

（㸲）平成 30 年度　構造解ᯒ࣡ー࢟ンࢢ

　࠙ 㛤ദ日ࠚ平成 30 年５月１日

　࠙ ෆ　ᐜࠚ長塀石垣の構造解ᯒཬࡧ⿵ᙉ᪉㔪

（５）平成 30 年度　構造解ᯒ࣡ー࢟ンࢢ

　࠙ 㛤ദ日ࠚ平成 30 年６月㸲日　　

　࠙ ෆ　ᐜࠚヨ行くさࡧἲによる解ᯒ⤖果報告

（６）平成 30 年度第１ᅇ文化財修復᳨ウ㒊఍

　࠙ 㛤ദ日ࠚ平成 30 年７月 20 日　

　࠙ ෆ　ᐜࠚ長塀⿵ᙉ᱌（➽஺い・ᕸ基♏）　長塀石垣のᏳ定ᛶのᥦ♧

（７）平成 30 年度文化財修復᳨ウ㒊఍　石垣・構造ྜྠ࣡ー࢟ンࢢ

　࠙ 㛤ദ日ࠚ平成 30 年９月 27 日（木）　

　࠙ ෆ　ᐜࠚ石垣のᩘ値解ᯒㄝ明

（㸶）平成 30 年度第２ᅇ文化財修復᳨ウ㒊఍

　࠙ 㛤ദ日ࠚ平成 30 年 10 月 18 日（木）　

Ặ名 ศ野 ᙺ⫋等 ࣡ー࢟ンࢢ
ࣉーࣝࢢ

ఀ東　㱟一 建築学(日本建築史）熊本大学大学㝔ඛ➃⛉学研究㒊ᩍᤵ、熊本市文化財ಖㆤጤဨ఍ጤဨ 建築

北野　༤ྖ ⪃ྂ学（石垣） 東北ⱁ術ᕤ⛉大学ᩍᤵ　 石垣

北原　᫛⏨ 建築学（木㉁構造） 熊本┴❧大学⎔ቃඹ⏕学㒊ᒃఫ⎔ቃ学ᑓᨷᩍᤵ 建築

༓田　჆༤ ⪃ྂ学（城郭） ዉ良大学文学㒊ᩍᤵ 石垣

田中　ဴ㞝 歴史学（石垣） （ጲ路市）日本城郭研究センター名㄃㤋長 石垣

西ᙧ　㐩明 土木ᕤ学（石垣構造）関西大学名㄃ᩍᤵ、関西地┙⎔ቃ研究センター㢳ၥ 構造

長㇂川　┤ྖ 建築学（建築構ᕤἲ）
ᅜ土஺通┬ᅜ土ᢏ術ᨻ策⥲ྜ研究所シニ࢙ࣇ࢔ロー、文化ᗇ文化ᑂ

㆟఍ᑓ門ጤဨ
構造

平஭　⪷ 建築学（日本建築史）東ிᕤ業大学名㄃ᩍᤵ 構造

ᐑṊ　正Ⓩ 歴史学（城郭） బ㈡大学඲学ᩍ⫱機構ᩍᤵ 石垣

ᒣᑿ　ᩄᏕ 土木ᕤ学（歴史遺⏘）熊本大学名㄃ᩍᤵ、熊本市文化財ಖㆤጤဨ఍ጤဨ 構造

ྜྷ田　⣧一 建築学（日本建築史）)87 ⚟஭城郭研究所㢳ၥ、⚟஭ᕤ業大学ᐈဨᩍᤵ 建築

和田　❶ 建築学（⪏震ᕤ学）
東ிᕤ業大学名㄃ᩍᤵ、㜵⅏学術㐃ᦠ㐠Ⴀᖿ事、日本ච震構造༠఍

఍長
構造

➨㸯⾲ࠉ⇃ᮏᇛᩥ໬㈈ಟ᚟᳨ウጤဨ఍ྡ⡙
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　࠙ ෆ　ᐜࠚ長塀࿘㎶の排水機⬟およࡧᶞ木について　長塀北ഃ排水⁁௜近のỿୗ原因について

（９）平成 30 年度第３ᅇ文化財修復᳨ウ㒊఍

　࠙ 㛤ദ日ࠚ平成 31 年３月 28 日（木）　　

　࠙ ෆ　ᐜࠚ長塀⿵ᙉ・遺構ಖㆤタ計報告、発掘調査成果報告

　௨上のෆᐜで長塀の復旧については文化財修復᳨ウ㒊఍と࣡ー࢟ンࢢにて᳨ウを重ࡡた。石垣について

は、構造解ᯒ・ᩘ値解ᯒを行い、石垣はಽቯに⮳らないとの⤖果をᚓたため、解体・⿵ᙉ積ࡳ┤しは行な

とࡈ製のᕸ基♏で㐃⤖し、さらに柱ࢺリーࢡないとの⤖ㄽになった。建造物については、控石柱をコンࢃ

に➽஺いをタ置して⿵ᙉすることとなった。ᕸ基♏の掘๐は、平成 29・30 年度の確認調査でᚓられた近・

現代௨㝆の土ᒙෆで⣡めるが、掘๐時に

江戸期の遺構面にᙳ㡪するྍ⬟ᛶがある

ため、ᕸ基♏㒊ศの掘๐を発掘調査とし

て熊本城調査研究センターが行なうとの᮲

௳が௜けられた。また、長塀北ഃ排水⁁

௜近のỿୗ原因については、原因がุ↛

とせࡎ、原因究明が௒後のㄢ㢟となった。

㸶㸬஦ᴗᕤ⛬

（１）平成 29 年度

　石垣測㔞・構造解ᯒ等

　確認調査　平成 29 年 11 月６日～平成 30

年１月 31 日　

（２）平成 30 年度　　　

　長塀復旧タ計

　確認調査　平成 30 年㸶月９日～平成 30 年㸶月 31 日

　⿵ᙉ基♏発掘調査　平成 30 年９月 13 日～平成 31 年 1 月 28 日

（３）令和ඖ年度（平成 31 年度）～令和２年度　

　長塀復旧ᕤ事

　報告書స成

㸷㸬஦ᴗ㈝

ᅜᐆ重要文化財等ಖ存・ά⏝事業㈝⿵ຓ金

重要文化財建造物ಖ存修理事業

࠙平成 29・30 年度 　　　　　　　ࠚ

　　ጤクᩱ（宇土櫓石垣እ㸶⟠所石垣測㔞業ົ）　６０㸪９７２㸪７㸶５෇　ͤ長塀石垣ྵࡴ

発掘調査㈝ 　　　　　　　　　　　　　　　　２㸪㸲７７㸪㸲９０෇

࠙令和２年度 　ࠚ

　　ጤクᩱ（報告書స成経㈝）　　　　　　　　　１０㸪３㸶７㸪３００෇　

��㸬⌧≧ኚ᭦

　発掘調査　平成 30 年６月 18 日⏦ㄳ　平成 30 年７月 20 日チྍ　

　⤊஢報告　令和２年３月 26 日

➨㸰ᅗࠉ➽஺࠸⿵ᙉ࡜⿵ᙉᇶ♏

㸦ᖹᡂ �� ᖺᗘ➨ �ᅇᩥ໬㈈ಟ᚟᳨ウ㒊఍㈨ᩱ㸧
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第２❶　重要文化財長塀の復旧

㸯㸬㛗ሟࡢᴫせ

長塀は඲長 242.44 㹫（134 間）、Ჷ高 2.09 㹫を測る木造目ᯈᱞ瓦ⵌᒇ᰿の塀である。⫼後に建てられ

た控石柱と塀本体を控㈏・㊊ୗ㈏で⧅いでᨭえる構造をとる。上㒊⾲面（南ഃ）を大ቨ、⫼面（北ഃ）を

┿ቨのⓑ⁽႞௙❧てとし、ୗ㒊⾲面を᙮Ꮚୗぢᯈᙇ、⫼面を❿⩚目ᯈᙇ目ᯈᡴとしている。

塀は石垣（+545・546）の天➃石上にᏳᒣ岩製（ᓥᓮ石）の塀基♏石をタ置し、ࡑの上面のᯙ✰に柱を

建てる構造である。基♏石は┤᪉体を࿊し、⾲面に⢒い࣑ࣀ調ᩚを残すが、ぢえない㒊ศ ( ᗏ面 ) の加

ᕤは⢒く࠿なり大きくἼᡴっている状況で、石ᮦのཌࡳは඲く一定ではないことを平成 31 年度（2019）

のᕤ事❧఍において確認している。長さは 90 ～ 190FP（110FP 前後が主体となる）、ᖜ 25FP 前後、高さ

20FP 前後を測る。基♏石上㒊には⣙ 90FP 間㝸で᪉ᙧのᯙ✰が᙮られているが、これらは本柱のᯙと⤌ࡳ

ྜう 1 ㎶５FP ゅのものと、ࡑの間を埋める一㎶３FP ゅのものが஺஫に㓄置されている。塀基♏石は石垣

天➃石にᅛ定するため、ࣔࣝタࣝ等が౑⏝されている。この基♏構造についてはᕤ事❧఍にて確認してい

るので後㏙する。控石柱は本柱の⫼後に２間間㝸で建てられており、68 本をᩘえる。柱間は 3.4 㹫～ 3.7

㹫であるが 3.6 Ї前後のものが᭱も多い。また୧➃の柱間は塀➃㒊に᥋する石垣との関ಀで⣙ 2.2 Їとな

る。これら控石柱にはจ⅊岩製とᏳᒣ岩製（ᓥᓮ石）のものがあり、ᵝࠎなᙧ状のものがΰ在している。

௨ୗに、平成 29 年度（2018）に行なった控石柱のศ類１を記㍕しておく。

長塀の控石柱は石ᮦ・ᙧ状により௨ୗの㸲種類にศけられる。

㸿類㸸頭㒊が࣐࣎࢝コᆺを࿊するจ⅊岩製のもの

㹀１類㸸頭㒊がᅄゅ㗹ᙧを࿊するจ⅊岩製のもの

㹀２類㸸頭㒊がᅄゅ㗹ᙧを࿊するᏳᒣ岩製（ᓥᓮ石）のもの

㹁類㸸頭㒊を⢒๭で᪉ᙧにᩚᙧしたจ⅊岩製のもの（平成３㺃㸲年の᪂⿵ᮦ）

㸿類・㹀１類の控石柱は、平成㸶年度（1996）の修理で᪂⿵ᮦとした控石柱θ 67 を㝖き、᫛和２年（1927）

௨前のものであるが、㹀２類の一㒊については戦後のಖ存修理の㝿にྲྀり᭰えた᪂⿵ᮦをྵࡴ。

なお、᫛和 52 年（1977）のಖ存修理では、過ཤの修理によってᨵኚされていた㒊ศを本᮶のᙧにᡠす

ᨵ修が行なࢃれた。過ཤの修理では、᫛和㸲年（1929）の長塀⫼面の෗┿や᫛和 34 年（1959）のẋᦆᒆ

のῧ௜ᅗ面にࡳられるように、⭎木ୗ࠿ら控石柱の基♏上㒊のコンࢡリーࢺ┙を⤖ࡪ➽㐪いᮦが本柱にタ

置されていたが、᫛和 52 年（1977）の修理でྲྀり㝖࠿れている。

㸰㸬㛗ሟࡢ⿕⅏࣭ಟ᚟ᒚṔ

長塀の基♏となるᆤ஭川ἢいの石垣は、ᐶỌ 11 年（1634）に細川ᛅ฼が熊本城の修理およࡧᬑㄳのた

めᖥᗓ࡬ᥦฟした「⫧後ᅜ熊本城ᘔᬑㄳ௙度所⤮ᅗ」にᥥ࠿れており、石垣の中ほどにあるᆤ஭川ᓊに㛤

く⹡ཱྀを石垣でሰぐ旨が記されている。このこと࠿ら、細川Ặの熊本㌿ᑒ௨前の加藤Ặẁ㝵には、この⹡

ཱྀの୧ഃに長塀の原ᙧとなる塀があり、⹡ཱྀをሰぐ石垣ᬑㄳの⤖果、長塀は現在とྠつᶍの長大な塀になっ

たと᥎測される。現在の長塀には⊃間や石ⴠとしはぢられないが、18 世⣖中㡭௨前の城ෆをᥥいた「御

城ᅗ」には 10 ࣧ所の石ⴠとしが塀に記されており、ࡑの後のᨵኚで失ࢃれたとࡳられる。また、文⊩㈨

ᩱとしてᐶᘏ２年（1749）に江戸ᖥᗓにᥦฟされた石垣の修理㢪いに、本丸南南東の᪉ゅで「高さ୕間༙、

ᖜⓒᣠ間塀ୗ石垣」とあり、長塀ୗの石垣が修理されたと᥎測されている。

長塀の建つ竹の丸は、熊本城ෆでは᭱も㐜くᩚഛされた᭤㍯とされている。これはⓑ川のὶ路௜け᭰え

と関㐃することで、៞長９年（1604）にస成が指♧された「៞長ᅜ⤮ᅗ」には熊本城のすぐ南ഃに、大き

く「Ȑ」Ꮠ状に⺬行したⓑ川がᥥ࠿れているが、ࡑの後の⤮ᅗにはࡑれがないこと࠿ら、ⓑ川のὶ路ኚ᭦
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のᕤ事を行なったうえで、旧ⓑ川のὶ路を埋め❧てて、៞長 17 年（1612）௨㝆に᭤㍯が᏶成したと⪃え

られている２。᭤㍯の東西には⹡ཱྀがあり、東が㡲戸ཱྀ、西がᒣᓮཱྀで、ࡑれࡒれ༓ⴥ城とᱜ㤿ሙ࡬と通

じる。また᭤㍯北ഃの中央௜近には天守を正面に⮫ࡴ、ඖᮐ櫓門のある⹡ཱྀがあり、㣤田丸や東竹の丸な

どの一ẁ高い位置にある᭤㍯と通じている。⤮ᅗによると᭤㍯ෆにはᵝࠎな᪋タがあったようである。「御

城ᅗ」をぢると、ෆ㒊は大きく東と西に✵間がศ࠿れているようで、東༙には「川ᡭ㕲◙ⶶ」「స事所㡸ⶶ」

「స事所」「ᮦ木ⶶ」などの建物、西༙には塀にᅖまれたⶶ状の細長い建物がある。中央のఱもᥥ࠿れてい

ない✵間は通路で、花畑ᒇᩜ前のୗ㤿橋でᆤ஭川をΏりᒣᓮཱྀ࠿ら竹の丸にධり、ඖᮐ櫓門࠿ら㣤田丸・

東竹の丸、本丸御殿・天守᪉面࡬と⮳る通路の一㒊であったようにぢえる。このᵝᏊは 18 世⣖後༙には

ኚ化し、「御城ෆ御⤮ᅗ」では西༙の建物はなくなり東༙の建物群のࡳがᥥ࠿れている。

ᗫ城となった後、明治10年（1877）には西南戦争がおこり、熊本城は⡲城戦にᕳき㎸まれる。「୧㌷㓄ഛᅗ」

にはᨻᗓ㌷と⸃ᦶ㌷の㜵ሠや◙ྎなどがᥥ࠿れているが、竹の丸にはᨻᗓ㌷の㜵ሠや◙ྎがᥥ࠿れてい

る。この時Ⅼで長塀が存在した࠿は୙明であるが、㤿ල櫓にྲྀり௜く㒊ศは、明治㸲年（1871）のྂ෗┿

には存在し、明治５年（1872）のྂ෗┿には存在していないようにࡳえる。また、西南戦争┤後に㤿ල櫓

ྎ௜近や平御櫓ྎ௜近を᧜ᙳした෗┿には長塀は෗っていない。このこと࠿ら、ᗫ城࠿ら明治 10 年（1877）

までの間に、ᑡなくとも෗┿に෗っている⠊ᅖの塀は᧔ཤされたことが࠿ࢃる。明治 22 年熊本地震（金

ᓠᒣ地震）では、城ෆの多くの石垣が被⅏し、長塀ୗの石垣（㹆 545・546）にも被害があった。被害の

状況を記㘓した大日本ᖇᅜ㝣㌷（௨ୗ、「旧日本㝣㌷」という。）の「震⅏二関ࣝࢫㅖ報告 熊本城༓ᘨⓒ

ศ一ᅗ」（ᐑෆᗇⶶ）によると、中央㒊がᔂⴠしࡑの୧ഃの࠿なりの⠊ᅖに⭾らࡳがぢられたことが記さ

れている。この地震による被⅏石垣の復旧には旧日本㝣㌷があたっており、長塀ୗの石垣もこの時Ⅼで修

復されているのࡔが、発掘調査にඛ❧って行なった石垣の⾲面ほᐹによると、ᔂⴠした㒊ศࡔけではなく、

⭾らࡳが記㘓されている㒊ศも、この時期に大つᶍに積ࡳ┤しを行なっているようである。このこと࠿ら、

長塀解体後の復旧については明確な㈨ᩱはないものの、石垣修復後 ( 明治 22 年（1889）௨㝆 ) のある時

期になされたと⪃えることができる。長塀が෌ࡧ現れる෗┿に、᫛和３年（1928）に熊本城㜳ಖ存᭳より

ᅜᐄてにฟされた「熊本城史㋱編ධニ関ࣝࢫㄳ㢪書」にῧ௜された෗┿や、᪂⪺にᥖ㍕された行ᖾ橋௜近

れるもࢃら東᪉を᧜ᙳした෗┿３がある。前者は後㏙する᫛和２年（1927）の修理後に᧜ᙳされたとᛮ࠿

ので、ቨなどが㠀ᖖにきれいなᵝᏊの長塀が෗っている。後者は市ᙺ所前の現在の㟁㌴通ではなく、ᆤ஭

川ἢいの㐨路に市㟁が㉮っているᵝᏊが᧜ᙳされたもので、ᑐᓊの石垣の上には長塀が෗っている。ᆤ஭

川ἢいを市㟁が㉮っていたのは大正 13 年（1924）～᫛和３年（1928）の࠿ࡎࢃな期間である。また、大

正 14 年（1925）に行なࢃれた「୕大事業記ᛕᅜ⏘ඹ進఍」఍ሙを᧜ᙳした⯟✵෗┿㸲には、ᆤ஭川ἢいの

石垣上に塀らしきものが෗っているようにぢえる。これらのこと࠿ら、大正時代ᮎには確ᐇに長塀は復旧

されていたとゝえる。たࡔし、長塀の᭱もྂい修理記㘓は᫛和２年（1927）で、宇土櫓などの修理に伴い

長塀も修復された５との記㘓があるので、この時Ⅼで修理がᚲ要な状態であったと⪃えられる。このこと

れをドする㈨ࡑうが、確ᐇにࢁら、明治初年の解体後の復旧は大正ᮎより௨前と⪃えることもྍ⬟であ࠿

ᩱ等は▱られていない。ࡑの後、᫛和㸶年（1933）には旧ᅜᐆに指定され、᫛和 25 年（1950）には文化

財ಖㆤἲにより重要文化財となったが、この間᫛和15年度（1940）にも一度修理されている６ྍ⬟ᛶが高い。

竹の丸にはᗫ城後に旧日本㝣㌷のᙎ⸆ᗜ関㐃の᪋タが置࠿れる。この᪋タ群は᫛和 34 年（1959）に᧔

ཤされるが、この時Ⅼでの建物等᪋タの㓄置については記㘓７があり、土ሠにᅖまれたᙎ⸆ᗜとࡑれを⟶

理するための᪋タと⪃えられる建物群があった。たࡔし記㘓がないため、これらがいつ㡭にᩚഛされたの

っていない。明治࠿ࢃが、よく࠿ 14 年（1881）の「熊本城郭ཬ市⾤அᅗ ( 城郭அᅗ )」には㙠ྎのㅖ᪋

タが記されているが、竹の丸にはఱも記されていない。ࡑの後、᫛和㸲年（1929）の「熊本㒔市計画⥲ぴ」

にはᩘᲷの建物が記されおり、これに近い時期の෗┿では土ሠにᅖまれているような瓦ᒇ᰿の建物が確認
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できる。この建物は᫛和 34 年（1959）の平面ᅗで確認できるᙎ⸆ᗜに┦ᙜする建物である。このこと࠿ら、

ᑡなくとも᫛和時代初頭㡭には竹の丸のㅖ᪋タは機⬟していたと⪃えられる。᫛和 20 年（1945）の第２

ḟ世界大戦⤊⤖後は、⡿㌷がこれらの᪋タを౑⏝していた。⡿㌷がస成した市⾤ᅗである「-$3$1 &,7<

3/$16 .80$0272」には、竹の丸௜近に「3RZGHU 0DJD]LQH」( ⅆ⸆ᗜ )、「0LOLWDU\ 3ROLFH 8QLW」(03㸸᠇

ර㝲 )の文Ꮠがぢえる。᫛和 31年（1956）に᥋収が解㝖㸶されるまでは、竹の丸は⡿㌷の⟶㎄ୗにあったが、

᥋収期間中の᫛和 29 年（1954）には竹の丸が㏣加指定されている。

戦後の長塀のẋᦆおよࡧ修理履歴は௨ୗのとおりである。

᫛和 28 年（1953）５月 10 日、⪁ᮙ化により西ഃ⣙ 82 㹫がಽቯし、᫛和 28・29 年（1953・1954）にಽ

ቯ⟠所について控石柱５本のྲྀり᭰えをྵࡴ解体修理が行なࢃれた。᫛和 34・35 年（1959・1960）には

旧第භᖌᅋの᪋タ（ᙎ⸆ᗜやࡑれをྲྀりᕳく土ሠ、಴ᗜなど）を᧔ཤし、බᅬ化する史跡ᩚഛᕤ事が竹の

丸地区で行ࢃれた。᫛和 34 年（1959）㸲月 24 日に㉳こった長塀のẋᦆ（東➃⣙ 52 㹫がಽቯ）は、↢瓦

಴ᗜの解体時のಽቯ事ᨾが原因であった。᫛和 35 年（1960）には、木ᮦ 29 ਻や控石柱 3本、瓦 2�520 ᯛ

などのྲྀり᭰えをྵࡴ解体修理が行なࢃれた。また、᫛和47年（1972）にᒇ᰿瓦ⵌき᭰えᕤ事が行なࢃれた。

᫛和 52 年（1977）にはྎ㢼被害を受けて、඲体の解体修理が行なࢃれた。平成３年（1991）のྎ㢼被害

を受けて、平成３・㸲年（1991㺃1992）に㒊ศ解体修理が行なࢃれた。平成 24 年（2012）には㤿ල櫓復ඖ

に伴う石垣修理に伴って㒊ศ解体修理が行なࢃれた。

平成、࠿うしたなࡑ 27 年（2015）㸶月 25 日に熊本市をくったྎ㢼 15 号により西ഃ㒊ศがಽቯし、修

理までの間の௬復旧が行なࢃれたていたが、ࡑの矢ඛに平成 28 年熊本地震が発⏕した。地震により長塀

は東ഃ⣙ 80 㹫が᭤㍯ഃ࡬ಽቯし、控石柱・瓦などの㒊ᮦにẋᦆが⏕じた。このため、⥭ᛴᥐ置として平

成 28 年（2016）㸶月࠿ら、前年のྎ㢼 15 号の被害でẋᦆしていた西ഃ㒊ศをྵめて、塀඲体の解体を行

なった。

㸱㸬☜ㄆㄪᰝ

長塀のಖ存修理ᕤ事のタ計にඛ❧ち、平成 29 年度（2017）に遺構ෆᐜ把握のための確認調査が行なࢃ

れた。長塀の基♏や控石柱の状況୪ࡧに石垣の修復履歴を把握し、遺構のಖ存を前ᥦとしたಖ存修理ᕤ事

のタ計・᪋ᕤに㈨するための確認調査である。控石柱の基♏構造の把握や被⅏状況の確認ཬࡧ長塀ୗの石

垣（+545・546）⫼面のᰩ石ᒙ⠊ᅖの確認、࿘㎶遺構の᭷↓や遺存状況の確認などを目的として行なった。

長塀はこれまでもྎ㢼等によりたࡧたࡧ被害を受けており、復旧にあたってはఏ⤫ᕤἲ௨እの構造⿵ᙉも

ど野にධれた復旧も⪃៖するᚲ要があったため、調査では遺構にᙳ㡪をཬࡰさない⠊ᅖ（近代௨㝆の┒土

や掘๐等により᪤に遺構がᦆቯされている⟠所）の確認も行なっている。

調査は計５ࣧ所に調査ࣞࢺンࢳ（ࣞࢺン05～01ࢳ）をタ定し行なった。ࡑの⤖果、控石柱の地中の構造や、

長塀⫼面の土地฼⏝状況等の一➃が明ら࠿となった。ල体的には、長塀┤ୗの石垣（+545・546）は明治

22 年熊本地震後の修復で大きくᨵኚを受けており、石垣修復のཬんでいない㒊ศには明治時代௨前の造

成土などが残存しているⅬ、明治時代௨㝆の⏕ά面は᫛和 35 年（1960）に行ࢃれた⎔ቃᩚഛの造成土に

ཌくそࢃれておりࡑのୗに残存しているⅬ、控石柱の中には明治 22 年（1889）௨前のものが残存してい

るྍ⬟ᛶがあるⅬなどがุ明した。

明治 10 年（1877）௨前の遺構面は現況地┙より 60 ～ 100 ੉程度ୗに残存している㒊ศがあり、また控

石柱の中には明治 22 年௨前のものが残存しているྍ⬟ᛶがあること࠿ら、掘๐が῝い位置にཬࡪような

᪋ᕤは、ಖㆤすべき遺構にᙳ㡪があるとุ᩿された。ᙜ初タ計では、控石柱の࿘ᅖを῝く掘りୗ１、ࡆ本

ら、この調査⤖果をもって所ෆ༠㆟を進め、ᕤ事によ࠿基♏で⿵ᙉする᱌であったことࢺリーࢡつコンࡎ

る掘๐῝度をὸくしたうえで構造⿵ᙉがྍ⬟なタ計とすることとなった。
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の後、平成ࡑ 30 年度（2018）上༙期にも㸲ࣧ所に調査ࣞࢺンࣞࢺ）ࢳンࢳ 06 ～ 08・10）をタ定して

⿵㊊の確認調査を行ない、前年度の調査⤖果を⿵ᙉする成果をᚓた。

なお、確認調査のෆᐜは、熊本城調査研究センター報告書第５集ࠗ特別史跡熊本城跡復旧事業報告書１

Ѹ重要文化財長塀復旧等に伴う確認調査Ѹ࠘2021 年に報告している。

㸲㸬▼ᇉ㸦+���࣭���㸧ಟ᚟ᒚṔㄪᰝ

長塀┤ୗの石垣（㹆 545・546）は明治 22 年（1889）の熊本地震によって被⅏した後に、旧日本㝣㌷によっ

て修理されている。たࡔし、被⅏後に行ࢃれた修復については記㘓がないため、修理⟠所などのヲ細は୙

明である。このこと࠿ら築石面の現況調査を行ない、修理の履歴について᥎測することとした。石垣修理

を行なうሙྜ、⿬㎸ᒙも一᪦解体して積┤しを行なうため、修理を行なった⠊ᅖでは、石垣⫼面の土ᒙに

ᨵኚがཬんでいると⪃えられる࠿らである。調査は、築石の目地の通りලྜ、築石の石の౑い᪉、間ワ石

の᭷↓・多ᐻなどの状況に╔目して行なった。

調査の⤖果は、第５・６ᅗのとおりである。平御櫓ྎ࠿ら西に 15 㹫まではᶓ目地がẚ㍑的よく通り、

間ワ石も多くぢられること࠿ら、江戸期の石垣が残存しているとุ᩿した。ࡑれより西は目地が஘れ、間

ワ石も多くぢられないこと࠿ら、控石柱θ 16 ௜近までは大きく基ᗏ石に近い㒊ศまで積┤しを行なって

いるとࡳられる。控石柱θ 17 ௜近࠿らθ 20 ௜近までは、築石がẚ㍑的ᩚって積まれ、間ワ石も多くぢら

れるが、天➃石௜近で石を⦪長に౑う㒊ศがぢられること࠿ら、天➃より２～３ẁ程度は積┤しを行なっ

ているとุ᩿した。控石柱θ 20 より西は、㤿ල櫓ྎまでほࡰすべて積┤しが行なࢃれており、明治期の

積┤し௨እにも排水ཱྀの修復などに伴う積┤しや、㤿ල櫓の建物復ඖに伴う石垣の積┤しなど、明治期௨

㝆の修理⑞跡も目❧つ。

௨上のこと࠿ら、石垣⫼面でẚ㍑的ὸい位置に明治 22 年௨前の土ᒙが残存しているのは、平御櫓ྎ〈

㒊࠿ら 15 㹫の⠊ᅖが天➃石まで、控石柱θ 17 ～ 20 ௜近が天➃石よりୗ２～３石௨ୗの㒊ศであるとの

᥎測がᚓられた。

㸳㸬Ⓨ᥀ㄪᰝ

㸦㸯㸧ㄪᰝࡢ┠ⓗ࡜᪉ἲ

ձ　調査の目的

平成 29 年度（2017）の遺構ෆᐜ確認調査でᚓた成果を基に、掘๐῝度をὸくし控石柱をᩘ基㐃⤖した

コンࢡリーࢺ基♏をᡴタするタ計がなされた。ࡑの⤖果、ᕤ事による掘๐῝度はὸくなったものの、掘๐

面積は㏫にᗈがることとなった。このこと࠿ら、確認調査の調査⤖果をもって᪋ᕤྍ⬟とのุ᩿をୗすこ

とについて、熊本城文化財修復᳨ウ㒊఍・文化ᗇ記ᛕ物ㄢ史跡㒊門より指ᑟがあり、⿵ᙉ基♏ᕤ事による

掘๐が行なࢃれる⠊ᅖ඲面において発掘調査を行なうこととなった。

長塀下石垣履歴・被災状況（̏）

明治22೥の਒災被֐ਤ（੺ʹ๲Βみɺԫʹ่མ）

௕ ญ

഻ํ໳

ਢޱށ໳
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അ۩࿌
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ᐑෆᗇ「震⅏ニ関ࣝࢫㅖ報告　熊本城༓ᘨⓒศ一ᅗ」より
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長塀下石垣履歴・被災状況（１）
凡　例

　　　：明治以降の積み直しライン　　　：長塀改修時の基礎石ライン 　　　：明治の修理ライン
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調査はᕤ事による掘๐が行なࢃれる⠊ᅖにおいて、ᕤ事による掘๐高までを調査ᑐ㇟として行なうこと

とし、ࡑの⠊ᅖෆのಖ存ά⏝計画でつ定するಖㆤᑐ㇟遺構、すなࢃち明治10年（1877）の西南戦争௨前の

遺構の᭷↓を確認することを目的とした。なお、調査によって掘๐ண定高よりὸい位置でಖㆤᑐ㇟遺構が

確認されたሙྜは、遺構のಖㆤをඃඛしてタ計ኚ᭦にてᑐᛂすることを確認のうえ、本調査に╔ᡭした。

ղ　調査の᪉ἲ

⿵ᙉのコンࢡリーࢺ基♏は、控石柱５～７本につき１基の๭ྜでタ置されるタ計となっており、東࠿ら

θ１～θ 10 にศ࠿れている。ࡑのため調査区は⿵ᙉ基♏ࡈとにタ定し、基♏θ１をࣞࢺンࢳ 11、基♏θ

２をࣞࢺンࢳ 12 のように、㡰にࣞࢺンࢳ 20 まで番号を௜した。また、塀の北ഃ (ෆഃ )にあるコンࢡリー

ࢳンࣞࢺの掘๐にಀる㒊ศをࡑ、製ഃ⁁修理に伴うᕤ事は、◚ᦆしたഃ⁁ഃቨを修理するものでࢺ 09 と

した。たࡔし、ᶞ木によって調査が୙ྍ⬟な⟠所が２ࣧ所あったこと࠿ら、ࣞࢺンࢳは３ศ๭し、ࣞࢺン

ࢳ 09 －ձ～ճとした。

なお、ࣞࢺンࢳ 01 ～ 05 は平成 29 年度（2017）の確認調査、ࣞࢺンࢳ 06 ～ 08 ཬࣞࢺࡧンࢳ 10 は、平

成 30 年度（2018）の確認調査に伴うものである。

調査は基♏ᕤ事による掘๐がཬࡪ⠊ᅖ(῝度)までとし、掘๐およࡧ精査などのస業はすべてேຊによっ

て行なった。たࡔし、掘๐高に⮳るまでに塀前面石垣の⿬㎸ᒙを᳨ฟしたሙྜは、発掘調査⤊஢࠿らᕤ事

╔ᡭまでにᩘࣧ月の期間があり、⿬㎸ᒙを㝖ཤすることによって石垣がෆಽれをする༴㝤ᛶがあったこと

。ᕤ事による掘๐時にᕤ事❧఍を行なうこととした、ࡎࢃら、発掘調査での掘๐は行な࠿

記㘓は෗┿᧜ᙳおよࡧᅗ化によって行い、ᅗ面は⦰ᑻ 20 ศの 1 を基本としてྛࣞࢺンࢳの平面ᅗཬࡧ

土ᒙ᩿面ᅗをస成したが、ヲ細ᅗがᚲ要なሙྜは、⦰ᑻ 10 ศの 1にてస成した。

遺物は現ሙにて㑅ᢥ的ྲྀり上ࡆをᐇ᪋した。瓦は瓦ᙜ文ᵝが残存しているもの、้印のあるもの、３㎶

がᥞっておりᑍἲが᥎測できるもの、陶磁器類など時期のุ᩿ができるものを遺物としてᅇ収した。

現地調査は平成 30 年９月 14 日～平成 31 年１月 22 日まで行ない、ᩚ理調査はᕤ事❧఍時のฟ土遺物の

ᩚ理調査もྵめて、平成 31 年࠿ら令和２年までの２ࣧ年で行なった。

㸦㸰㸧グ㏙ࡢ᪉ἲ

ձ長塀の構築ᮦの࿧⛠

࠙控石柱ࠚ控石柱は塀本体の柱と㈏ᯈで㐃⤖されており、⫼面より塀をᨭえるᙺ๭を持った石の柱であ

る。建築㒊ᮦとしての名⛠は「控石柱」と࿧ࡤれる。また控石柱は、解体ᙜ初は東࠿らθ１・２・３の㡰

に西➃のθ 68 まで番号を௜してあったが、⤌ࡳ❧てタ計時に塀本体の柱番号にᑐᛂするようにኚ᭦され

た。控石柱は本柱１間おきにタ置されていること࠿ら、復旧ᕤ事時には控石柱の番号はθ 1・θ３・θ５

の㡰に西➃はθ 135 となった。たࡔし発掘調査においては、平成 29 年度（2017）に行なった確認調査時

より解体時の柱番号を౑⏝してきたため、本発掘調査およࡧᕤ事❧఍時の遺物のྲྀり上ࡆ等においても、

。れを踏くしたࡑ

࠙基♏石ࠚ塀本体の基♏㒊ศで、石垣天➃石の上に୪べられた᪉柱状の石である。「土ྎ石」との࿧⛠も

あるが、௒ᅇの修理タ計では「基♏石」とされている。本報告では「基♏石」と記㏙した。基♏石は平成

31 年度（2019）に解体を行なったが、ࡑの㝿に東࠿ら㡰に番号を௜してస業が行なࢃれた。ᕤ事❧఍時

の遺物ྲྀり上ࡆや、記㘓等にはࡑの番号を౑⏝した。

ղ　遺物の࿧⛠

࠙目ᯈ瓦ࠚ熊本地᪉で一⯡的に౑ࢃれる「目ᯈ瓦」の࿧⛠は、平瓦のพ面ഃ➃㒊の前༙にⵦ㖝状の目ᯈ
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を㈞り௜けて、ᱞ瓦状の瓦にしたものを指す。長塀に現在ⵌ࠿れている瓦はこの瓦である。一᪉、一⯡的

に「目ᯈ瓦」と࿧ࡤれる瓦は、平面ᙧが長᪉ᙧを࿊する平⁥なᯈ状の瓦のഃ➃㒊඲面に細長い᳋状の目ᯈ

を㈞り௜けた瓦で、主に塀にⵌ࠿れること࠿ら、「塀瓦」「ᯈ瓦」とも࿧ࡤれるものである。前者は熊本城

ෆで江戸期より౑⏝されている瓦であることが、これまでの調査で࠿ࢃっており、報告文では「目ᯈ瓦」「目

ᯈ ( ᱞ ) 瓦」などと࿧⛠されてきた。後者はこれまでに熊本城ෆではあまりฟ土していないが、᫛和 52

年度（1977）に行ࢃれた長塀の修理ᕤ事報告書 (熊本市 1979)９では、前者の「目ᯈ瓦」と区別するために「ᯈ

目ᯈ瓦」と、本丸御殿の発掘調査報告書 (熊本市 2016)10 では「ᯈ塀瓦」と࿧⛠していた。本報告では「目

ᯈ瓦」は一⯡的にព࿡する後者の瓦を指すこととし、前者の瓦は、౑⏝のᐇ態がᱞ瓦とྠᵝであること࠿

ら、「目ᯈᱞ瓦」と࿧⛠することとした。

㸦㸱㸧ㄪᰝࡢᡂᯝ

ձࢳࣥࣞࢺࠉ ��㸦➨㸶࣭㸷࣭�� 㹼 �� ᅗ㸧

࠙調査区のᴫ要ࠚ

基♏θ１にヱᙜするࣞࢺンࢳで、長塀の東➃㒊、平御櫓ྎの西ୗにあたり、ᖜ 1.1 ～ 1.3 㹫・඲長

15.4 㹫を測る。ᖜがᗈい㒊ศは、後㏙するಖㆤᑐ㇟遺構が᳨ฟされた⠊ᅖで基♏῝度をὸくした⤖果、

基♏のᖜがᗈくなった㒊ศである。控石柱θ１～５がྵまれ、このうち控石柱θ１～３௜近までは、石垣

修復履歴調査で石垣修復がなされていないとุ᩿した㒊ศである。

࠙基本ᒙᗎࠚ

上ᒙより、⾲土およᩘࡧ度にࢃたる長塀修理の㝿のᐈ土 ( １ᒙ )、᫛和 35 年（1960）の⎔ቃᩚഛ事業

に伴う造成土 (２ᒙ れ௨ୗは、明治ࡑ、( 10 年（1877）～᫛和 35 年（1960）までの⏕ά面に伴うᒙ (３ᒙ )、

江戸期石垣⿬㎸ᒙのそ土 ( 㸲ᒙ ) の㡰にሁ積している㒊ศと、２ᒙのୗに明治 22 年熊本地震後の石垣修

復に伴うᒙ (５ᒙ )がሁ積している㒊ศがある。大きく５ᒙに大別でき、さらにࡑの中で細別しているが、

３ᒙおよࡧ㸲ᒙと５ᒙはྠじሙ所ではే存しない。

࠙調査の⤖果ࠚ

控石柱θ１～３の間で明治 10 年௨前の遺構面 ( 㸲－１ᒙ ) を᳨ฟし、ࡑの上面の一㒊で瓦∦が多㔞に

ᩓᕸしている状況（6;01 瓦溜り）を確認した。瓦∦のᩓᕸが認められたのは控石柱θ２と３の間で、控

石柱θ１と２の間では㸲－１ᒙの上面のࡳを᳨ฟした。たࡔし、これらはྛ控石柱の修理に伴う掘り㎸ࡳ

によって、大きく๐平を受けている。㸲－１ᒙは控石柱θ１～３の間が᭱も高く、控石柱θ３～５に࠿け

てపくなり３ᒙのሁ積がཌくなること࠿ら、控石柱θ３௨西の㸲－１ᒙはᕤ事掘๐高よりもపい位置に存

在すると⪃えられる。㸲－１ᒙは㠀ᖖにᅛく⥾まったᒙで、ࡑの上ᒙのやや㌾㉁の３－２ᒙとは明░に区

ศできる。上面で᳨ฟした瓦群のෆヂは目ᯈ瓦・丸瓦・平瓦で、近代に属するᱞ瓦等はྵまれない。この

瓦群は３－２ᒙにそࢃれているが、このᒙには㸲－１ᒙ上面でฟ土する瓦群とྠᵝの瓦の細∦が多くྵま

れており、࢖ࢼࢫドࣝ㖠の⸆Ⳓなどもྵまれる。このこと࠿ら、このᒙは西南戦争後のሁ積ᒙであるとุ

᩿した。また、ࡑの上ᒙの３－１ᒙには近代の瓦がྵまれること࠿ら、ࡑの後、᫛和 35 年（1960）に⎔

ቃᩚഛにより大きく地ᙧがᨵኚされるまでのᒙであると⪃えられる。ඛ㏙の西南戦争┤後の෗┿に長塀は

෗っていないこと࠿ら、ᗫ城࠿ら明治 10 年（1877）㸲月までの間に一᪦解体されていたことは間㐪いな

い。このこと࠿らこの瓦群は、西南戦争前に一᪦解体された長塀࠿らୗࢁされた瓦で、瓦群のୗのᒙはᙜ

時の⏕ά面であるとุ᩿した。これらの瓦は現在長塀にⵌ࠿れている瓦とは඲く異なるᵝ┦のものである

が、江戸期の長塀にはこの種の瓦がⵌ࠿れていたと⪃えるのがጇᙜであࢁう。

これらのこと࠿ら、控石柱θ１～３の㸲－１ᒙおよࡑࡧの上面にᩓᕸする瓦群はಖㆤᑐ㇟の遺構とし、

ᕤ事による掘๐高をὸくしಖㆤ◁により遺構を㣴⏕し現状ಖ存することとなった。ࡑの⤖果、基♏ᗏがὸ
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くなったศࡔけ基♏ᖜがᗈがることとなり、この㏣加の掘๐に関しては、平成 31 年（2019）のᕤ事❧఍

の中で掘๐を行ない、㏣加の記㘓を行なった。

これ௨እに᳨ฟしたのは、主に控石柱の修復に伴う掘᪉で、すべて第二ḟ大戦後の遺構である。控石柱

θ１～θ３࠿らฟ土した遺物をᥖ㍕している。特に控石柱θ１と控石柱θ２の修復掘᪉࠿らは目ᯈ瓦など

の◚∦が多くฟ土したが、特に第 29 ᅗ６はⵌ࠿れる⟠所が㝈定される瓦で、ὀ目されるものである。

ղࢳࣥࣞࢺࠉ ��㸦➨ ��࣭��࣭��࣭�� ᅗ㸧

࠙調査区のᴫ要ࠚ

基♏θ２にヱᙜするࣞࢺンࢳで、ࣞࢺンࢳ 11 の西㞄に位置する。ᖜ 1.15 㹫・඲長 31.8 㹫を測り、控

石柱θ６～ 14 がྵまれる。඲ᇦが石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされていると

ุ᩿した㒊ศである。

࠙基本ᒙᗎࠚ

上ᒙより、⾲土およᩘࡧ度にࢃたる長塀修理の㝿のᐈ土（１ᒙ）、᫛和 35 年（1960）の⎔ቃᩚഛ事業に

伴う造成土（２ᒙ）、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴うᒙ（５ᒙ）である。大きく３ᒙ群に大別でき、

さらにࡑの中で細別している。

࠙調査の⤖果ࠚ

඲面で明治 22 年熊本地震後に修理が行なࢃれていることを確認した。ᕤ事の掘๐高まで掘りୗࡆ、明

治 22 年熊本地震後の修理に伴う⿬㎸石ᒙ (５－３ᒙ )を᳨ฟした㒊ศもあったが、大㒊ศが⿬㎸石ᒙ (５

－２ᒙ )の中で収まった。明治の石垣修理に伴うᒙ (５ᒙ )は天➃石ഃが高く᭤㍯ഃにഴᩳしたሁ積であ

るが、ඖ᮶のሁ積状況を♧しているの࠿どう࠿のุ᩿はできない。また、᫛和 35 年の⎔ቃᩚഛに伴う造

成土 ( ２ᒙ ) であるが、ࣞࢺンࢳ 11 東➃࠿らࣞࢺンࢳ 12 東➃より 27 Ї௜近までは、↢瓦やコンࢡリー

ࢺリーࢡりないが↢瓦やコンࢃれほどኚࡑを多㔞にྵんでいたが、このあたりをቃにኚ化する。土㉁はࢺ

をほとんどྵまなくなる。これは、᫛和 34 年（1959）㸲月に長塀ഃにಽቯした↢瓦建物がこの௜近にあっ

たことに㉳因するのであࢁう。

遺構は、ྛ 控石柱の修復掘᪉がある。᫛和 28年（1953）～ 30 年（1955）の修復に伴うものが控石柱θ６・

７・11・12、᫛和 35 年（1960）の修復に伴うものが控石柱θ㸶、᫛和 52 年（1977）の修復に伴うものが

控石柱θ 10・13 で、控石柱θ９・14 は時期のุ᩿が㞴しいものである。控石柱θ９は୙定᪉ᙧの大ᆺコ

➨㸷ᅗࢳࣥࣞࢺࠉ ��;6ࠉ�� ヲ⣽ᅗ
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ンࢡリーࢺ基♏でΰ和๣の♟多く↓➽、෇⟄状の掘᪉にコンࢡリーࢺをὶし㎸んでおり、掘᪉ෆは᰿ᅛめ

石にコンࢡリーࢺをὶし㎸んࡔᵝ┦である。基♏のᙧ状は᫛和 35 年（1960）のものࡔが、コンࢡリーࢺ

基♏掘᪉は、コンࢡリーࢺഃ⁁ᗏ面のᤞてコンࢡリーࢺをษり㎸ࡴこと࠿ら、᫛和 35 年もしくは᫛和 52

年（1977）のどちら࠿の᪋ᕤとしておきたい。控石柱θ 14 は平面᪉ᙧの᰿ᕳᑠᆺコンࢡリーࢺにῧ石を

伴うものであること࠿ら、᫛和 28 年（1953）～ 30 年（1955）の᪋ᕤと⪃えられるが、᰿ᕳコンࢡリーࢺ

のୗを῝さ 10 ～ 15 ੉のὸい᳐状に掘り、コンࢡリーࢺを┤᥋ὶし㎸んでおり、ࡑれよりୗには控石柱は

ない。また、基♏掘᪉が᫛和 35 年造成土をษ㎸ࡴこと࠿ら、後年に෌⿵修しているྍ⬟ᛶがある。

遺物は⾲土（１ᒙ）・᫛和 35 年造成土（２ᒙ）࠿ら瓦などが多㔞にฟ土した。

ճࢳࣥࣞࢺࠉ ��㸦➨ ��࣭��࣭�� ᅗ㸧

࠙調査区のᴫ要ࠚ

基♏θ３にヱᙜするࣞࢺンࢳで、ࣞࢺンࢳ 12 の西㞄に位置する。ᖜ 1.15 㹫・඲長 10.9 㹫を測り、控

石柱θ 15 ～ 17 がྵまれる。඲ᇦが石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされている

とุ᩿した㒊ศである。

࠙基本ᒙᗎࠚ

上ᒙより、⾲土およᩘࡧ度にࢃたる長塀修理の㝿のᐈ土 ( １ᒙ )、᫛和 35 年（1960）の⎔ቃᩚഛ事業

に伴う造成土 ( ２ᒙ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴うᒙ ( ５ᒙ ) である。大きく３ᒙ群に大別

でき、さらにࡑの中で細別している。たࡔし、２ᒙのୗで明治 22 年（1889）௨前の土ᒙ ( 㸲－２ᒙ ) が

一㒊でぢられる。

࠙調査の⤖果ࠚ

ほࡰ඲面で明治 22 年熊本地震後の修理が行なࢃれているが、ࣞࢺンࢳの北東㝮に࠿ࡎࢃに明治 22 年の

石垣修復௨前の遺構面 (㸲－２ᒙ )が残存していることを確認した。このᒙは明治期の⿬㎸石ᒙ (５－３

ᒙ )にษり㎸まれるᒙであること࠿ら、ࡑれ௨前の土ᒙであることは間㐪いない。ᕤ事掘๐高まで掘りୗ

明治、ࡆ 22 年熊本地震後の修理に伴う⿬㎸石ᒙ ( ５－３ᒙ ) を᳨ฟした㒊ศもあったが、大㒊ศが⿬㎸

石ᒙのそ土 (５－２ᒙ )もしくは᫛和 35 年造成土 (２－３ᒙ )の中で収まった。

遺構は、ྛ控石柱の修理に伴う掘᪉を᳨ฟした。いࡎれも᫛和 52 年（1977）の修理に伴うものである。

遺物は⾲土（１ᒙ）・᫛和 35 年造成土（２ᒙ）࠿ら瓦などがฟ土したが、遺物のฟ土㔞はᑡない。

մࢳࣥࣞࢺࠉ ��㸦➨ �� 㹼 ��࣭��࣭�� ᅗ㸧

࠙調査区のᴫ要ࠚ

基♏θ㸲にヱᙜするࣞࢺンࢳで、ࣞࢺンࢳ 13 の西㞄に位置する。ᖜ 1.15 㹫・඲長 29.0 㹫を測り、控

石柱θ18～25がྵまれる。඲ᇦが石垣修復履歴調査で明治22年熊本地震での石垣修復がなされているが、

控石柱θ 17 ௜近࠿らθ 20 ௜近までは、ẚ㍑的ὸい㒊ศに旧᮶のሁ積が残存しているྍ⬟ᛶがあるとุ᩿

した㒊ศである。

࠙ᒙᗎࠚ

基本的には上ᒙより、⾲土およᩘࡧ度にࢃたる長塀修理の㝿のᐈ土 ( １ᒙ )、᫛和 35 年の⎔ቃᩚഛ事

業に伴う造成土 ( ２ᒙ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴うᒙ ( ５ᒙ ) である。大きく３ᒙ群に大

別でき、さらにࡑの中で細別している。たࡔし後㏙するように、控石柱θ 17 ࠥ 18 の間でᑠࣞࢺンࢳをタ

けてୗᒙの確認を行なった。ࡑの⤖果、５ᒙのୗに５ᒙとは異なるᵝ┦の土ᒙがሁ積しており、さらにୗ

には⿬㎸石ᒙがあることを確認した。
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࠙調査の⤖果ࠚ

඲面で明治 22 年熊本地震後の修理が行ࢃれていることを確認した。ᕤ事掘๐高まで掘りୗࡆ、ほࡰ඲

面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う⿬㎸石ᒙ (５－３ᒙ )を᳨ฟしたが、控石柱θ 17 ࠥ 18 の間では、

ほとんどᰩ石がぢられな࠿った。また、控石柱θ24～25の間には南北᪉ྥの暗渠排水路がᩜタされており、

この㒊ศは㟷⅊ⰍのᏳᒣ岩系ᰩ石 (12 －５ᒙ )がぢられた。いࡎれも明治 10 年（1877）௨㝆の土ᒙであり、

ᕤ事にᙳ㡪はないとุ᩿した。

遺構は、旧控石柱と⪃えられるもの、ྛ控石柱や暗渠排水路の修理に伴う掘᪉などを᳨ฟした。この中

でಖㆤᑐ㇟としたのは旧控石柱と⪃えられる埋没控石柱である。

旧控石柱と⪃えられる石ᮦは、現地⾲面より 15FP ୗで᳨ฟした。柱の࿘ᅖをᕤ事掘๐ண定高まで掘り

ୗࡆたとこࢁ、᪉柱状の石製品の頭㒊がᢡᦆしたものであることが࠿ࢃった。石製品には現在౑ࢃれてい

る控石柱とྠᵝの㈏ᯈをᕪし㎸ࡴᯙ✰が✸たれていること࠿ら、控石柱と⪃えられた。この石ᮦが現位置

をಖっている࠿どう࠿を確認すべくᑠࣞࢺンࢳをタ定し調査を行なった。なお、ᑠࣞࢺンࢳをタ定した位

置は、明治期の石垣修理に伴うᒙが᳨ฟされている⠊ᅖであることを確認の上でỴ定した。ᑠࣞࢺンࢳに

よる調査の⤖果、現地⾲面࠿ら 80FP ୗで、明治 22 年熊本地震に㉳因する石垣修理に伴う⿬㎸石ᒙとは別

のᰩ石ᒙ (㸲－㸲ᒙ )を᳨ฟし、石ᮦはこのᰩ石ᒙの中にさらに埋没していることを確認した。㸲－㸲ᒙ

➨ �� ᅗࢳࣥࣞࢺࠉ �� ᇙἐ᥍▼ᰕᣑ኱ᅗ
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は瓦∦を多くྵࡴⲔ〓Ⰽΰ◁♟⢓土ᒙ (㸲－３ᒙ )にそࢃれており、このᒙが明治修理௨前の石垣⿬㎸ᒙ

のそ土と⪃えられる。ࡑして㸲－３ᒙは、明治期の修理に伴う土ᒙと⪃えられるᰩ石と瓦∦をྵࡴ暗Ⲕ〓

Ⰽΰ◁♟⢓土ᒙ (５－６ᒙ )に、石垣ഃを大きくษり㎸まれている。前後のᒙ位およࡧ前面石垣の修復状

況などを຺᱌すれࡤ、このᰩ石ᒙは江戸期の石垣⿬㎸石ᒙと⪃えてよいものである。このこと࠿ら、この

石ᮦは現位置をಖっているとุ᩿したが、現在の長塀の柱間とは異なる位置にあるため、ࡑの機⬟につい

てのヲ細は明ら࠿ではない。江戸期の石垣⿬㎸石ᒙより建てられていると⪃えられること࠿ら、江戸期の

塀に伴うྂい控石柱のྍ⬟ᛶが高い。たࡔし、௒ᅇの発掘調査で控石柱の建つ位置はほࡰ඲て発掘調査を

行なったが、このような石柱はこの１基のࡳであったこと࠿ら、柱間などを᳨ウするᮦᩱはない。この石

ᮦの位置であるが、平御櫓ྎ〈࠿ら石柱中ᚰまでの㊥㞳は 6�275FP である。なお、この石柱は江戸期の遺

構であるྍ⬟ᛶが高いこと࠿ら、現状ಖ存することとし、この柱の位置を基♏θ３とθ㸲のษれ目にする

ことで、᪋ᕤᑐ㇟⟠所࠿ら㝖እした。

これ௨እの遺構は、すべて戦後のಖ存修理などに関ࢃるものである。基本的に控石柱１基ࡎつ⿵修を行

なっているのࡔが、控石柱θ 23 と控石柱θ 24 はࡑの間にある暗渠排水路の修復とྠ時に᪋ᕤされている

ようで、修復に伴う掘᪉が㠀ᖖに大きい。この修復掘᪉の埋ᡠしに関しては、ẚ重の重い㟷⅊ⰍのᏳᒣ岩

系のᰩ石を⏝いているが、この種の石を⏝いているのは᫛和 52 年（1977）の修理における特ᚩである。

また、控石柱θ 25 では、建て㉳こしに࠿࠿る掘๐時に、㠀ᖖに῝い位置でコンࢡリーࢺ基♏を確認し

た。発掘調査時にはコンࢡリーࢺ基♏がないこと࠿ら、平成の修理がなされていると⪃えていたが、地⾲

より 100 ੉ୗあたりにコンࢡリーࢺ基♏があることを確認した。᫛和 52 年の修理報告書に記㍕されてい

る控石柱修理にಀるᶆ‽᩿面ᅗは、控石柱࿘ᅖを῝く掘り㎸んࡔ位置にコンࢡリーࢺ基♏をᡴタする௙ᵝ

になっていること࠿ら、おࡑらくはこのᅗの通りに᪋ᕤされた౛ではない࠿と⪃えられる。

遺物は⾲土（１ᒙ）や᫛和 35 年造成土（２ᒙ）、明治期の石垣修復に伴うᒙ（５ᒙ）࠿ら瓦などがฟ土した。
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࠙調査区のᴫ要ࠚ

基♏θ５にヱᙜするࣞࢺンࢳで、ࣞࢺンࢳ 14 の西㞄に位置する。ᖜ 1.15 㹫・඲長 21.8 㹫を測り、控

石柱θ 26 ～ 31 がྵまれる。඲ᇦが石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされている

とุ᩿した㒊ศである。

࠙基本ᒙᗎࠚ

基本的には上ᒙより、⾲土およᩘࡧ度にࢃたる長塀修理の㝿のᐈ土 ( １ᒙ )、᫛和 35 年（1960）の⎔

ቃᩚഛ事業に伴う造成土 ( ２ᒙ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴うᒙ ( ５ᒙ ) である。大きく３

ᒙ群に大別でき、さらにࡑの中で細別している。

࠙調査の⤖果ࠚ

඲面で明治 22 年熊本地震後の修理が行なࢃれていることを確認した。ᕤ事掘๐高まで掘りୗࡆ、ほࡰ

඲面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う⿬㎸石ᒙ (５－３ᒙ )を、北ቨにἢって᫛和 52 年（1977）᪋ᕤ

の間▱石積の⿬㎸ᒙ (１－７ᒙ )を᳨ฟした。またࡑれらの土ᒙをษり㎸ྛࡴ控石柱の修復掘᪉が᳨ฟさ

れたが、すべて明治 10 年（1877）௨㝆の所⏘であり、ᕤ事にᙳ㡪はないとุ᩿した。

遺構にはྛ控石柱の修復掘᪉がある。᫛和 52 年᪋ᕤのものと、平成３・㸲年（1991・1992）᪋ᕤのも

のがあり、修復掘᪉埋土のᵝ┦は୧者あまりኚࢃらないが、控石柱のᙧ状が異なる。コンࢡリーࢺ基♏が

ないこと࠿ら、発掘調査時にはすべて平成の修理がなされていると⪃えていたが、ᑤ頭の控石柱θ 30 で

は建て㉳こしᕤ事の❧఍で、地⾲より 100 ੉ୗあたりにコンࢡリーࢺ基♏があることを確認した。控石柱

θ 25 とྠᵝに、᫛和 52 年の控石柱࿘ᅖを῝く掘り㎸んࡔ位置にコンࢡリーࢺ基♏をᡴタする௙ᵝのもの
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と⪃えられる。

ᕤ事❧఍௨前は、控石

柱の修復はコンࢡリーࢺ

基♏があるものとないも

のにศけられ、コンࢡ

リーࢺ基♏には２～３種

の᪋ᕤᙧ態があると⪃え

ていた。コンࢡリーࢺ基

♏はẚ㍑的ὸい位置で確

認されるものが多いこと

ら、発掘調査時の掘๐࠿

においてコンࢡリーࢺ基

♏を᳨ฟしないものは、

コンࢡリーࢺ基♏を⏝い

ない平成の修理によると

ศ類していたが、ᕤ事❧

఍の⤖果、本౛のように

῝い位置にコンࢡリーࢺ

基♏をタけるものがある

ことがุ明した。コンࢡ

リーࢺ基♏を῝い位置に

ᡴタするものはᑤ頭の控

石柱であるが、ᑤ頭の控

石柱でὸい位置にコンࢡ

リーࢺ基♏がないものす

べてが、ྠ年度にྠᵝの

᪋ᕤがなされている࠿

は、すべてを確認したࢃ

けではないので᩿定はで

きない。

遺物は⾲土（１ᒙ）や

ྛ控石柱修復掘᪉埋土、

᫛和 35 年造成土（２ᒙ）、

間▱石積の⿬㎸ᒙ࠿ら、

瓦・陶磁器類・ᯈࢫࣛ࢞・

㖠ᙎなどがฟ・⎼ࢫࣛ࢞

土した。明治期の石垣修

復に伴うᒙ（５ᒙ）࠿ら

はⱝᖸの瓦と陶磁器類が

ฟ土したが、Ⅼᩘは㠀ᖖ

にᑡない。 ➨ �� ᅗࢳࣥࣞࢺࠉ �� ᖹ᩿㠃ᅗ㸰
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࠙調査区のᴫ要ࠚ

基♏θ６にヱᙜするࣞࢺンࢳで、ࣞࢺンࢳ 15 の西㞄に位置する。ᖜ 1.15 㹫・඲長 10.3 㹫を測り、控

石柱θ 32 ～ 34 がྵまれる。඲ᇦが石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされている

とุ᩿した㒊ศである。

࠙基本ᒙᗎࠚ

基本的には上ᒙより、⾲土およᩘࡧ度にࢃたる長塀修理の㝿のᐈ土 ( １ᒙ )、᫛和 35 年（1960）の⎔

ቃᩚഛ事業に伴う造成土 ( ２ᒙ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴うᒙ ( ５ᒙ ) である。大きく３

ᒙ群に大別でき、さらにࡑの中で細別している。

࠙調査の⤖果ࠚ

඲面で明治 22 年熊本地震後の修理が行なࢃれていることを確認した。ᕤ事掘๐高まで掘りୗࡆ、ほࡰ

඲面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う⿬㎸ᒙ (５－３ᒙ )を、北ቨにἢって᫛和 52 年度（1977）᪋ᕤ

の間▱石積の⿬㎸ᒙ (１－７ᒙ )を᳨ฟした。またࡑれらの土ᒙをษり㎸ྛࡴ控石柱の修復掘᪉が᳨ฟさ

れたが、すべて明治 10 年（1877）௨㝆の所⏘であり、ᕤ事にᙳ㡪はないとุ᩿した。

このࣞࢺンࢳで᳨ฟした明治期の石垣修理に伴う⿬㎸ᒙ (５－３ᒙ )上のそ土は、⁽႞と瓦の細∦を多

くྵࡴ土ᒙ (５－７ᒙ )が⏝いられるഴྥがある。

遺物は⾲土（１ᒙ）や᫛和 35 年造成土（２ᒙ）、ྛ控石柱修復掘᪉埋土、間▱石積⿬㎸ᒙ࠿ら、瓦・陶

磁器類・㖠ᙎなどがฟ土したが、௚のࣞࢺンࢳにẚべるとฟ土Ⅼᩘはᑡない。
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࠙調査区のᴫ要ࠚ

基♏θ７にヱᙜするࣞࢺンࢳで、16ࣞࢺンࢳの西㞄に位置する。ᖜ 1.15ࠥ 1.25㹫、඲長 35.7㹫を測り、

控石柱θ 35 ～ 44 がྵまれる。඲ᇦが石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされてい

るとุ᩿した㒊ศである。

࠙基本ᒙᗎࠚ

基本的には上ᒙより、⾲土およᩘࡧ度にࢃたる長塀修理の㝿のᐈ土 ( １ᒙ )、᫛和 35 年（1960）の⎔

ቃᩚഛ事業に伴う造成土 ( ２ᒙ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴うᒙ ( ５ᒙ ) である。大きく３

ᒙ群に大別でき、さらにࡑの中で細別している。

࠙調査の⤖果ࠚ

඲面で明治 22 年熊本地震後の修理が行なࢃれていることを確認した。ᕤ事掘๐高まで掘りୗࡆ、ほࡰ

඲面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う⿬㎸石ᒙ ( ５－３ᒙ ) を᳨ฟし、ࡑれをษり㎸ྛࡴ控石柱の修

復掘᪉などを᳨ฟした。これらはすべて明治10年（1877）௨㝆の所⏘であり、ᕤ事にᙳ㡪はないとุ᩿した。

遺構にはྛ控石柱の修復掘᪉や控石柱θ 43 ～ 44 間で᳨ฟした土ᆙ状の遺構がある。

ྛ控石柱の修復掘᪉はすべて平成３年・㸲年（1991・1992）の᪋ᕤによるもので、ࡑの埋土中には஺᥮

前の旧控石柱を◚○した᩿∦がྵまれることが多く、また瓦∦やコンࢡリーࢺ∦などもྵࡴ。

土ᆙ状の遺構は、控石柱θ 43 ～ 44 間の５－㸲ᒙ上面で᳨ฟした。東西᪉ྥがᖜ⣙２Їであるが、遺構

は調査区እにఙࡧるため、南北᪉ྥのつᶍは୙明である。埋土࠿ら瓦∦や磁器の細∦・ᯈࢫࣛ࢞・㕲㔥な

どがฟ土した。᳨ฟᒙ位࠿ら、᫛和 35 年の⎔ቃᩚഛ時もしくはࡑれ௨㝆の遺構であࢁう。

遺物は⾲土（１ᒙ）やྛ遺構、᫛和 35 年造成土（２ᒙ）、明治期の石垣修復に伴うᒙ（５ᒙ）など࠿ら、

瓦・↢瓦・陶磁器類・ࢫࣛ࢞⎼・ᯈࢫࣛ࢞・㖠ᙎ・ὒ㔥・㖡⥺などがฟ土した。
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࠙調査区のᴫ要ࠚ

基♏θ㸶にヱᙜするࣞࢺンࢳで、ࣞࢺンࢳ 17 の西㞄に位置する。ᖜ 1.15 㹫・඲長 9.9 㹫を測り、控石

柱θ 45 ～ 50 がྵまれる。඲ᇦが石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされていると

ุ᩿した㒊ศである。

࠙基本ᒙᗎࠚ

基本的には上ᒙより、⾲土およᩘࡧ度にࢃたる長塀修理の㝿のᐈ土 ( １ᒙ )、᫛和 35 年（1960）の⎔

ቃᩚഛ事業に伴う造成土 ( ２ᒙ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴うᒙ ( ５ᒙ ) である。大きく３

ᒙ群に大別でき、さらにࡑの中で細別している。

࠙調査の⤖果ࠚ

඲面で明治 22 年熊本地震後の修理が行なࢃれていることを確認した。ᕤ事掘๐高まで掘りୗࡆ、ほࡰ

඲面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う⿬㎸石ᒙ ( ５－３ᒙ ) を᳨ฟし、ࡑれをษり㎸ྛࡴ控石柱の修

復掘᪉などを᳨ฟした。これらはすべて明治 10 年（1877）௨㝆の所⏘であり、ᕤ事にᙳ㡪はないとุ᩿

したが、ࣞࢺンࢳの南ഃではẚ㍑的ὸい位置で明治期の石垣修理に伴う⿬㎸ᒙを᳨ฟしたこと࠿ら、発掘

による掘๐はこのᒙをⱝᖸ掘り㎸んࡔとこࢁでṆめた。

遺構にはྛ控石柱の修復掘᪉がある。ほࡰすべてが平成３・㸲年（1991・1992）の修理に伴うものであ

るが、控石柱θ 48 のࡳはᑤ頭で᩿面ᙧ状がややᑠさなものである。建て㉳こしに࠿࠿る掘๐をほとんど

していないため、基♏構造のヲ細は୙明であるが、記㘓上はᢤきྲྀりᤣえ┤しとなっていること࠿ら、平

成３・㸲年（1991・1992）にྂい控石柱をいったんᢤきྲྀった後にྠじものをᤣえなおしているྍ⬟ᛶが

高い。

遺物は⾲土（１ᒙ）やྛ遺構、᫛和 35 年造成土（２ᒙ）、明治期の石垣修復に伴うᒙ（５ᒙ）など࠿ら、

瓦・↢瓦・コンࢡリーࣞࢫ・ࢺーࢺ・陶磁器類・㕲製品・ᯈࢫࣛ࢞などがฟ土したが、控石柱修復掘᪉埋

土中には、஺᥮前の旧控石柱を◚○した᩿∦がྵまれることが多い。
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࠙調査区のᴫ要ࠚ

基♏θ９にヱᙜするࣞࢺンࢳで、ࣞࢺンࢳ 18 の西㞄に位置する。ᖜ 1.15 ࠥ 1.25 㹫、඲長 35.7 㹫を測

り、控石柱θ 51 ～ 60 がྵまれる。඲ᇦが石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされ

ているとุ᩿した㒊ศである。

࠙ᒙᗎࠚ

基本的には上ᒙより、⾲土およᩘࡧ度にࢃたる長塀修理の㝿のᐈ土 ( １ᒙ )、᫛和 35 年（1960）の⎔

ቃᩚഛ事業に伴う造成土 ( ２ᒙ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴うᒙ ( ５ᒙ ) である。大きく３

ᒙ群に大別でき、さらにࡑの中で細別している。

࠙調査の⤖果ࠚ

඲面で明治 22 年熊本地震後の修理が行なࢃれていることを確認した。ᕤ事掘๐高まで掘りୗࡆ、ほࡰ

඲面で明治 22 年熊本地震後の修理に伴う⿬㎸石ᒙ ( ５－３ᒙ ) を᳨ฟし、ࡑれをษり㎸ྛࡴ控石柱の修

復掘᪉などを᳨ฟした。これらはすべて明治 10 年（1877）௨㝆の所⏘であり、ᕤ事にᙳ㡪はないとุ᩿

したが、ࣞࢺンࢳの南ഃではẚ㍑的ὸい位置で明治期の石垣修理に伴う⿬㎸ᒙを᳨ฟしたこと࠿ら、発掘

による掘๐はこのᒙをⱝᖸ掘り㎸んࡔとこࢁでṆめた。

遺構にはྛ控石柱の修復掘᪉や土ᆙなどがある。

控石柱θ 56 ～ 58 は᫛和 52 年（1977）の修復、控石柱θ 51 ～ 55 と控石柱θ 59・60 は平成３・㸲年（1991・
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1992）の修復に࠿࠿るものである。᫛和 52 年（1977）᪋ᕤとしたものは、記㘓上は平成３・㸲年（1991・

1992）に修理を受けたことになっているが、控石柱の⿵ᙉ᪉ἲが᫛和 52 年（1977）に᪋ᕤしたものとྠ

ᵝであること࠿ら、このようにุ᩿した。たࡔし、⿵ᙉ基♏はࡑのままにᑠ修理を行なっているሙྜはこ

の㝈りではない。また、控石柱θ 55 は、平成３・㸲年（1991・1992）に「ᢤきྲྀりᤣえ┤し」を行なっ

ているが、建て㉳こしのため柱の࿘ᅖをᕤ事掘๐高より 30 ੉掘๐したとこࢁ、コンࢡリーࢺ基♏を確認

した。柱はコンࢡリーࢺ基♏上面より 35 ੉上で異なる柱ᮦを᥋ྜしているが、この修復が平成３・㸲年

（1991・1992）にᐇ᪋されたものとᛮࢃれる。

土ᆙは、᫛和 35 年造成土上面より掘り㎸まれるものを３基、᫛和 35 年造成土にそࢃれるものを１基᳨

ฟした。

控石柱θ 53 ～ 54 の土ᆙ (第 22 ᅗ１－ 11 ᒙ ) は、調査区እにᗈがるため඲ᐜは୙明であるが、᳨ฟᖜ

⣙１Ї、῝さは⣙ 0.4 Їを測る。ほࡰ༢ᒙであるが、ᒙの中位௨ୗにᗫᲠ物を多㔞にྵࡴ。控石柱θ 57

～ 58 の土ᆙは、୧控石柱の修復掘᪉をษり㎸ࡴ大ᆺの土ᆙ ( 第 23 ᅗ１－ 13 ᒙ ) で、᳨ฟᖜは⣙３㹫、

῝さは⣙ 0.2 ～ 0.4 㹫を測る。大きく調査区እにᗈがること࠿ら平面つᶍのヲ細などは୙明である。埋土

は༢ᒙでᒙ中にⅣ化物と⅊状のものを多㔞にྵࡴ。控石柱θ58～ 59で᳨ฟした土ᆙ(第23ᅗ１－10ᒙ )

は、調査区እにᗈがること࠿ら平面つᶍのヲ細等は୙明であるが、᳨ฟᖜ⣙２㹫、῝さは 0.4 Ї௨上であ

る。明治期の石垣修理にಀる⿬㎸石ᒙを大きくษり㎸ࡳ、さらに῝くなる。掘๐した埋土は３ᒙにศ࠿れ

るが、いࡎれも㯮〓Ⰽΰ◁♟⢓土ᒙを࣋ーࢫとし、上ᒙには多㔞の焼土、中ᒙには多㔞のⅣ化物、ୗᒙに

は⅊状のሁ積物をྵࡴ。いࡎれも᫛和 35 年（1960）௨㝆の所⏘である。᫛和 35 年造成土にそࢃれる土ᆙ

( 第 23 ᅗ２－７ᒙ ) は控石柱θ 53 の西ഃで᳨ฟした。東ഃを控石柱θ 53 に、西ഃを１－ 11 ᒙの埋土と

する土ᆙにษり㎸まれる。掘๐した῝さは⣙ 0.3 㹫であるが、明治期の石垣修理にಀるᒙを大きくษり㎸

明治。ࡴ埋土は༢ᒙで、ᒙ中には焼土・↢瓦・瓦をྵࡔさらに῝くなる。掘り㎸ん、ࡳ 22 年（1889）～

᫛和 35 年（1960）の間の遺構であるが、↢瓦をྵࡴこと࠿ら、↢瓦を⏝いた建物を解体した㝿に掘られ

るものであるྍ⬟ᛶが高い。

⁁状遺構は控石柱θ 56 ～ 57 で１᮲᳨ฟした。西ഃを控石柱θ 57 の修復掘᪉にษり㎸まれる。ࣞࢺン

に┤஺する᪉ྥの⁁状遺構で、ᖜ⣙ࢳ 1.7 Ї௨上、῝さは⣙ 0.3 㹫௨上である。掘᪉の西ᐤりでは、明治

期石垣修理にಀる⿬㎸石ᒙを大きくษり㎸ࡳ῝くなる。この掘り㎸ࡳの北ഃと南ഃには暗渠排水路の㛤ཱྀ

㒊があること࠿ら、暗渠排水路の掘᪉であると⪃えられる。᫛和 35 年造成土にそれること࠿ら、明治 22

年（1889）～᫛和 35 年（1960）の間の遺構である。

遺物は⾲土（１ᒙ）やྛ遺構、᫛和 35 年造成土（２ᒙ）、明治期の石垣修復に伴うᒙ（５ᒙ）など࠿ら、瓦・

↢瓦・コンࢡリーࣞࢫ・ࢺーࢺ・陶磁器類・㕲製品・ᯈࢫࣛ࢞・ᯈ状石製品などがฟ土したが、᫛和 35

年造成土中࠿らの遺物が大多ᩘを༨め、௚࠿らの遺物はᑡ㔞である。ᯈ状石製品は控石柱θ 52 ～ 53 の᫛

和 35 年造成土中にて集中してฟ土した。また平成３・㸲年（1991・1992）の控石柱修復掘᪉埋土中には、

஺᥮前の旧控石柱を◚○した᩿∦がྵまれることが多い。
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࠙調査区のᴫ要ࠚ

基♏θ 10 にヱᙜするࣞࢺンࢳで、ࣞࢺンࢳ 19 の西㞄に位置する。ᖜ 1.15 㹫・඲長 27.2 㹫を測り、控

石柱θ 61 ～ 68 がྵまれる。ほࡰ඲ᇦが石垣修復履歴調査で明治 22 年熊本地震での石垣修復がなされて

いるとุ᩿した㒊ศで、さらに西➃㒊は㤿ල櫓復ඖᩚഛの㝿に櫓ྎ石垣とともに積ࡳ┤されている。

࠙基本ᒙᗎࠚ

基本的には上ᒙより、⾲土およᩘࡧ度にࢃたる長塀修理の㝿のᐈ土 ( １ᒙ )、᫛和 35 年（1960）の⎔
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ቃᩚഛ事業に伴う造成土 ( ２ᒙ )、明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴うᒙ ( ５ᒙ ) である。大きく３

ᒙ群に大別でき、さらにࡑの中で細別している。

࠙調査の⤖果ࠚ

ほࡰ඲面で明治 22 年熊本地震後の石垣修理が行なࢃれていること、およࡧ西➃㒊は平成 24 年（2012）

の石垣修理が行ࢃれていることを確認した。ᕤ事掘๐高まで掘りୗࡆ、ほࡰ඲面で明治 22 年熊本地震後

の修理に伴う⿬㎸石ᒙ (５－３ᒙ )もしくはྠ⿬㎸ᒙのそ土 (５－２ᒙ )を᳨ฟし、ࡑれをษり㎸ྛࡴ控

石柱の修復掘᪉や土ᆙを᳨ฟした。これらはすべて明治 10 年（1877）௨㝆の所⏘であり、ᕤ事にᙳ㡪は

ないとุ᩿したが、ࣞࢺンࢳの南ഃではẚ㍑的ὸい位置で明治期の石垣修理に伴う⿬㎸ᒙを᳨ฟしたこと

。でṆめたࢁとこࡔら、発掘による掘๐はこのᒙをⱝᖸ掘り㎸ん࠿

遺構にはྛ控石柱の修復掘᪉や土ᆙがある。

控石柱θ 61 は᫛和 28 ～ 30 年（1953 ～ 1955）の修復、控石柱θ 62 ～ 65 は᫛和 52 年（1977）の修復、

控石柱θ 66 は平成３・㸲年（1991・1992）の修復、控石柱θ 67・68 は平成 24 年（2012）の修復に࠿࠿

るものである。このうち控石柱θ 62 は、記㘓のうえでは平成３・㸲年（1991・1992）に「ᢤきྲྀりᤣえ

┤し」を行なっているが、᫛和 52 年᪋ᕤのものとࡳられるコンࢡリーࢺ基♏がある。柱はコンࢡリーࢺ

基♏上面┤上で柱ᮦを᥋ྜしており、この修復が平成３・㸲年（1991・1992）に行なࢃれたものとᛮࢃれ

る。また控石柱θ 67・68 は、平成 24 年（2012）に行なࢃれた石垣（+546）の解体積┤しに伴ってᤣえな

おされており、ࡑれ௨前の修理の⑞跡は残存していない。この修理に伴って、石垣の⿬㎸石は㟷⅊Ⰽ系Ᏻ

ᒣ岩のᰩ石にධれ᭰えられており、ᰩ石ᒙの上面に土木シーࢺをᩜき修理⟠所を明♧している。ࡑの上に

は 20FP 程度のᐈ土をし、さらに土木シーࢺをᩜき㎸ࡑ、ࡳの上にはこの時にᤣえなおされた塀基♏石の

ୗ㒊構造や化⢝土が஌る。

土ᆙは、᫛和 35 年造成土上面より掘り㎸まれるものを１基᳨ฟした。控石柱θ 61 ～ 65 の土ᆙ ( 第

24・25 ᅗ１－ 14 ᒙ ) は、調査区እにᗈがるため඲ᐜは୙明であるが、᳨ฟᖜ⣙ 14 Їにཬࡪものである。

たࡔし東西ᖜはᗈいが、南北ᖜは長塀前面石垣 (+546) とࡑの⫼面の間▱石積 (+561) にᣳまれていること

られる。୧➃の⣙２Їは῝さࡳら、⣙２Ї程度に収まると࠿ 0.2 ～ 0.3 㹫とὸいが、ࡑれ௨እの㒊ศは明

治期の石垣修理にಀる⿬㎸石ᒙを大きくษり㎸んでさらに῝く掘り㎸まれている。この土ᆙは平成 29 年

度（2017）確認調査のࣞࢺンࢳ 05 と、平成 31 年度（2019）にᐇ᪋した間▱石積 (+561) の解体積┤し時

のᕤ事❧఍でも᳨ฟしており、ᕤ事❧఍では、間▱石積（+561）の⿬㎸ᒙを大きく◚ቯして基ᗏ石௜近ま

で掘られていることを確認している。῝い㒊ศで῝さは⣙ 1.5 㹫になる。埋土は大きく６ᒙにศけられる

が、〓Ⰽ系の土◁にඖ᮶はᰩ石であࢁう♟や、焼土のྍ⬟ᛶのあるᶳⰍ土⢏をྵࡴሙྜが多く、埋土中࠿

らは瓦・コンࢡリーࢺ・陶磁器類・ࢫࣛ࢞・石Ἔ⨁などがฟ土している。᫛和 35 年（1960）もしくはࡑ

れ௨㝆のᕤ事にಀるᗫᲠ土ᆙと⪃えられるが、石垣の⿬㎸ᒙを大きく掘り㎸ࡴ掘๐を行なっていることは、

史跡のಖ඲上大きなၥ㢟であࢁう。現に間▱石積（+561）は௒ᅇの地震によってこのᗫᲠ土ᆙを中ᚰとし

た㒊ศにᔂቯが㉳きている。

ջࢳࣥࣞࢺࠉ ��㸦➨ ��࣭��࣭�� ᅗ㸧

࠙調査区のᴫ要ࠚ

塀の北ഃには、᭤㍯ෆ㒊と塀の建っているᩜ地を区ษるコンࢡリーࢺ製の⁁がある。この⁁は旧日本㝣

㌷関㐃᪋タが存在した時期の平面ᅗには記㍕がないこと࠿ら、᫛和 35 年（1960）の竹の丸⎔ቃᩚഛ事業

の中で᪋ᕤされたと⪃えられるものである。௒ᅇの地震で基♏θ㸲～基♏θ６の間で、この⁁の北ഃഃቨ

がෆഃにಽれるなどの被害があり、ഃቨの᧔ཤとともに修理を行なうこととなった。ᕤ事に伴いഃቨእഃ

をᖜ⣙ 30 ੉で掘๐すること࠿ら、ࡑの㒊ศを調査区としてタ定した。し࠿し、ᶞ木などがあり掘๐がᅔ
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㞴な⟠所があったこと࠿ら、西࠿らࣞࢺンࢳ 09 －ձ～ճと３ศ๭した。ᕤ事による掘๐がコンࢡリーࢺ

⁁のᗏ面までのため、ᕤ事による掘๐もࡑの高さまでとした。

࠙基本ᒙᗎࠚ

基本的には上ᒙより、⾲土およᩘࡧ度にࢃたる竹の丸造成にಀるᐈ土 ( １ᒙ )、᫛和 35 年の⎔ቃᩚഛ

事業に伴う造成土 (２ᒙ )である。大きく２ᒙ群に大別でき、さらにࡑの中で細別している。

࠙調査の⤖果ࠚ

ᕤ事掘๐高まで掘りୗࡆ、ほࡰ඲面で᫛和 35 年造成土、もしくはコンࢡリーࢺ⁁ᗏ面の基♏コンࢡリー

ࢳンࣞࢺ、を᳨ฟした。またࢺ 14 で᳨ฟした控石柱θ 23 ～ 24 の暗渠排水路の⵹石をࣞࢺンࢳ 09 －ղで

᳨ฟした。この暗渠排水路の྾㎸ཱྀࡳがコンࢡリーࢺ水路ᗏ面に㛤ཱྀしており、ࡑこ࠿らෆ㒊をぢると石

る。暗渠排水路௨እの⟠所はすべて᫛和࠿ࢃの暗渠排水路であることがࡳ⤌ 35 年（1960）௨㝆の所⏘で

あること࠿ら、ᕤ事にᨭ㞀はないとุ᩿したが、暗渠排水路の᪋ᕤ年代のุ᩿ができな࠿った。本ࣞࢺン

ࢳンࣞࢺࡧおよࢳ 14 の所ぢでは、暗渠排水路を中ᚰとして㟷⅊Ⰽ系の⿬㎸石が、᫛和 35 年造成土をษり

㎸んで埋められていること࠿ら、᫛和 52 年（1977）の長塀修理に伴って、この暗渠排水路は修理が行な

こで、この暗ࡑ。った࠿できなุ᩿࠿るものの、本᮶的にいつ᪋ᕤされたものなの࠿ࢃれていることはࢃ

渠排水路の時期やᘏ長᪉ྥを᥈るため、᭤㍯ഃにࣞࢺンࢳ ( ࢳンࣞࢺ 10) をタけて確認調査をᐇ᪋した。

この報告については別報告にて行なっているが、この暗渠排水路のホ価を行なう上でᚲ要であること࠿ら、

。の調査成果についてⱝᖸゐれるࡑ

ࢳンࣞࢺ 10 は、ࣞࢺンࢳ 09 －ղの北ഃにᖜ⣙ 30 ੉のセࢡシࣙンをᣳんでタ定した東西ᖜ２㹫・南北

ᖜ１㹫のࣞࢺンࢳである。調査の⤖果、ᖜ 30 ੉のセࢡシࣙンをᣳんで඲くᵝ┦が異なることが࠿ࢃった。

地⾲面࠿ら１㹫掘りୗࡆたとこࢁでࣗࣄー࣒⟶を᳨ฟし、暗渠排水路は᏶඲に◚ቯされていることがุ明

した。暗渠排水路が石⤌ࡳのもの࠿らࣗࣄー࣒⟶にධれ᭰えられたのであれࡤ、このࣞࢺンࢳ௜近で暗渠

排水路はやや西にྥきをኚえ、᭤㍯の中ᚰ㒊࠿ྥ࡬うと᥎測される。このࣗࣄー࣒⟶埋タに࠿࠿る掘᪉は

⾲土ୗ⣙ 20 ੉の位置࠿ら掘られており、埋土࠿ら「᫛和୕༑ࠝ　 」ࠞの้印を持つ文化財建造物修復に伴

う瓦がฟ土している。また、このࣗࣄー࣒⟶は⥅ᡭのᙧ状より㹀ᆺと࿧ࡤれるものであるが、この種のも

のが -,6 つ᱁に現れるのは᫛和 40 年（1965）のᨵ正࠿らである。このこと࠿ら、この⟶は᫛和 40 年（1965）

௨㝆に᪋ᕤされたものとすることができる。

௨上のこと࠿ら、この石⤌暗渠排水路のᨵ修年代は、᫛和 52 年（1977）の長塀修理ᕤ事の㝿であると

ゝえるが、本᮶の᪋ᕤ年代のヲ細は୙明である。よって、ಖㆤᑐ㇟の年代の遺構であるྍ⬟ᛶもᤞてきれ

ないこと࠿ら、コンࢡリーࢺഃ⁁のᨵ修にあたっては、⵹石௨ୗの石ᮦはಖㆤすることとした。

➨ �� ᅗࢳࣥࣞࢺࠉ �� 㸫ղ༡ቨᅵᒙ᩿㠃ᅗ
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㸴㸬ᕤ஦❧఍

ᕤ事❧఍がᚲ要とุ᩿したᕤ事は多ᒱにࢃたる。このこと࠿ら、ࡑの᪋ᕤ種別ࡈとに㏙べてࡺく。

㸦㸯㸧ᕤ஦ࡢෆᐜ

࠙控石柱⿵ᙉ基♏᪋ᕤに伴う掘๐ࠚ

基本的に、ᕤ事による掘๐高までは平成 30 年度（2018）に発掘調査を行なったが、塀前面の石垣の⿬

㎸石ᒙが᳨ฟされた㒊ศは、これを掘๐高まで㝖ཤしᕤ事╔ᡭまでの期間ᨺ置すると、石垣天➃がෆಽれ

する༴㝤ᛶが⪃えられたため、発掘調査での掘๐は行なࢃな࠿った。ࡑのため、石垣の⿬㎸石ᒙが᳨ฟさ

れた㒊ศ、ð ᰿により調査での掘๐がᅔ㞴であった㒊ศ、⿵ᙉ基♏掘᪉にᩚᙧがᚲ要であった㒊ศなどは、

ᕤ事による掘๐時にᕤ事❧఍を行なった。また、控石柱のコンࢡリーࢺ基♏天➃が掘๐高よりも高いሙྜ

は、コンࢡリーࢺ基♏の◚○㝖ཤ時にもᕤ事❧఍を行なった。なお、石垣の⿬㎸石ᒙで掘๐ྍ⬟としたの

は、発掘調査ཬࡧᙜヱ石垣の⾲面ほᐹによって、明治 22 年熊本地震௨㝆に修理のᡭがおよんでいるとุ

᩿した㒊ศとし、明治 10 年 (1877) までの遺構が残存している㒊ศは、タ計ኚ᭦によって掘๐のᑐ㇟࠿ら

は㝖እした。

࠙基♏石ྲྀりእしࠚ

基♏石は、石垣天➃に置࠿れた塀の土ྎとなる᪉柱状の石で、この石にᯙがあり塀の柱が❧てられてい

た。現状では、基♏石は介石とࣔࣝタࣝによってᅛ定されているようにぢえる。基♏石は地震などによっ

て୙㝣をきたしており、඲てྲྀりእしてタ置し┤すこととなっていること࠿ら、基♏石およࡧ基♏石のୗ

㒊構造をྲྀりእす㝿に、ᕤ事❧఍を行なった。

࠙控石柱建て㉳こしࠚ

控石柱も基♏石とྠᵝにᢡᦆやഴきなどの被害があること࠿ら、ഴいた控石柱の建て㉳こしに㝿してᕤ

事❧఍を行なった。なお、ᢡᦆしている控石柱については、᥋ྜ等で修復した後に建て㉳こしがなされた。

࠙間▱石積の解体ࠚ

塀の⫼面、控石柱のさらにෆഃには間▱石積があり、ࡑの〈にはコンࢡリーࢺ製のഃ⁁がある。塀⫼面

と᭤㍯ഃとのẁᕪが大きい塀の西ഃ⣙ 2�3 に積まれており、西ഃほど高さがある。積まれた時期はᩘ時期

にศ࠿れる。このうち石積の東➃㒊௜近は間▱石積と塀前面高石垣までの間㝸が⊃いこと࠿ら、控石柱⿵

ᙉ基♏のᖜを確ಖするために間▱石積を解体したが、ࡑの解体の㝿にᕤ事❧఍を行なった。なお、௒ᅇ解

㔜せᩥ໬㈈㛗ሟᕤ஦❧఍ᕤ✀ู᪋ᕤ⟠ᡤ఩⨨ᅗࠉᅗࠉ➨
➨ �� ᅗࠉ㛗ሟᕤ஦❧఍ᕤ✀ู᪋ᕤ⟠ᡤ఩⨨ᅗ
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体した石積は、᫛和 52 年度の長塀ಖ存修理ᕤ事に㝿して᪂つに積まれたものである。

࠙間▱石積の解体積ࡳ┤しࠚ

Ḁ᪉門と㤿ල櫓の間は、間▱石積が᭱も高さのある⟠所である。この㒊ศの石積は、᫛和 29 年 (1954)

の竹の丸㏣加指定にಀる平面ᅗには記㍕があるが、明治 10 年（1877）㡭に᧜ᙳされた෗┿には෗ってい

ないこと࠿ら、ࡑの間に積まれたものとゝえる。平成 28 年熊本地震でḀ᪉門と㤿ල櫓のほࡰ中間௜近が

ᔂⴠしたこと࠿ら、ᔂⴠ石ᮦのᅇ収とᔂⴠ㒊ศの解体積ࡳ┤しが行なࢃれることになり、ࡑの᪋ᕤの㝿に

ᕤ事❧఍を行なった。

࠙コンࢡリーࢺഃ⁁修理に伴う掘๐ࠚ

長塀の１～２㹫᭤㍯ഃには、ඛ㏙のとおりコンࢡリーࢺ製のഃ⁁がある。ࡑの一㒊にഃቨがಽれるなど

の被害があったこと࠿ら、ಽቯや著しいṍࡳがࡳられる㒊ศのഃቨを᧔ཤ修築することとなった。ᕤ事で

はഃቨ᧔ཤ後、ഃቨのእഃをᖜ 30 ੉でഃ⁁ᗏ面まで掘๐してഃቨを修築するタ計であったこと࠿ら、平

成 30 年度（2018）に発掘調査を行なったが、ð 木があり発掘調査を行なうことができな࠿った㒊ศがあっ

た。この㒊ศについて令和ඖ年度（2019）のഃ⁁掘᪉掘๐ᩚᙧ時にᕤ事❧఍を行なった。

㸦㸰㸧⤖�ᯝ

࠙控石柱⿵ᙉ基♏᪋ᕤに伴う掘๐ࠚ

⿵ᙉ基♏はθ１～ 10 まであり、西➃の基♏θ 10 ら㡰に᪋ᕤされた。明治࠿ 22 年熊本地震後の石垣修

理に伴う⿬㎸石ᒙやࡑのそ土、控石柱修理に伴う掘᪉埋土のᕤ事掘๐高までの掘りୗࡆがおもに行なࢃれ

た。また、ᶞ᰿や大ᆺの♟がቨ面にྵまれている㒊ศは、ቨ面のᩚᙧが行なࢃれた。掘๐された土ᒙは、

上ᒙより᫛和 35 年造成土（２ᒙ）もしくはࡑれより᪂しいሁ積土ᒙ、明治期石垣修理に伴うᒙ（５ᒙ）で、

。ら遺物がฟ土した࠿れのᒙࡒれࡑ

᫛和 35 年造成土（２ᒙ）࠿らは、陶磁器類・瓦・↢瓦・コンࢡリーࢺなどがฟ土した。瓦には江戸期

のものもྵまれるが、明治時代௨㝆のᱞ瓦が主体となる。明治 22 年熊本地震後の石垣修復に伴う⿬㎸石

ᒙཬࡑࡧのそ土（５ᒙ）࠿らは、陶磁器類・瓦がฟ土した。瓦は江戸期のものが大༙を༨めるが、ࡈく一

㒊に近代の瓦がྵまれる。控石柱修復に伴う掘᪉埋土には、瓦やコンࢡリーࢺの௚に、࠿つて౑ࢃれてい

た控石柱の᩿∦がྵまれることが多࠿った。また、㒊ศ的にぢられる遺物として、จ⅊岩製のᯈ石や目ᯈ

瓦がある。จ⅊岩製ᯈ石は基♏θ 20 に㝈定される遺物で、ഃ⦕㒊をᖜ１ᑍ５ศ・῝さ１ᑍほど⁁状にⷧ

く加ᕤしている㎶があること࠿ら、⤌ࢃྜࡳせて౑⏝していたものと⪃えられる。ᯈ石⤌ࡳの⁁の㒊ᮦで

あࢁう࠿。目ᯈ瓦は、熊本地᪉でゝう目ᯈ瓦ではなく、一⯡的に塀などに⏝いられるᯈ状の瓦を指す。こ

の瓦は、明治 22 年熊本地震後の石垣修復のᡭがおよんでいない⟠所にศᕸがほࡰ㝈定される瓦で、特に

基♏θ１の明治時代初頭の遺構面上で集中的にฟ土しており、この遺構を◚ቯしている控石柱修復に伴う

土ᒙなど࠿らも多くฟ土した。

また、遺構としては↢瓦建物の一㒊を２⟠所で᳨ฟした。控石柱θ 44 ～θ 45（↢瓦建物θ１）と控石

柱θ 42 ～θ 43（↢瓦建物θ２）の、いࡎれも⿵ᙉ基♏掘᪉の北ቨに࠿࠿る位置で東西᪉ྥにᘏࡧる。掘

๐高よりもୗおよࡧ掘᪉እの状態は掘๐をしていないためヲ細は୙明であるが、↢瓦建物のቨ面もしくは

基♏であることは間㐪いない。↢瓦建物θ１は、ᘏ長⣙２㹫・高さ 0.15 㹫～ 0.4 㹫を測る。掘๐高より

ୗに遺構はᘏࡧるが、掘๐していないためつᶍは୙明である。西ഃは控石柱θ 45 の修復時の掘᪉によっ

て๐平されているが、東➃は建物の南東㝮が残存しているとࡳられる。積ࡳ᪉は、目地のࣔࣝタࣝの௙上

う。↢瓦はᬑ通↢瓦௨እにࢁなのであࡳら長ᡭ積࠿もྵめて㠀ᖖに⢒く、↢瓦のᑠཱྀ面がぢえないことࡆ

⪏ⅆ↢瓦も౑ࢃれている。᳨ฟした天➃面には目地のࣔࣝタࣝが඲くぢられないこと࠿ら、ここがᗋ面で

あったྍ⬟ᛶが高い。また現状の天➃の┤上には、᫛和 35 年（1960）の⎔ቃᩚഛ時の造成土ᒙ（２ᒙ）がそっ
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ている。↢瓦建物θ２は、ᘏ長⣙ 1.95 㹫・高さ 0.2 㹫～ 0.3 㹫を測る。掘๐高よりୗに遺構はᘏࡧるが、

掘๐していないためつᶍは୙明である。東西୧➃ともに建物の㝮ゅが残存しているとࡳられる。積ࡳ᪉は

長ᡭ積ࡳで、目地のࣔࣝタࣝฎ理などもྵめて、↢瓦建物θ１よりも丁ᑀなつくりである。↢瓦はᬑ通↢

瓦௨እに⪏ⅆ↢瓦も౑ࢃれる。᳨ฟ天➃の一㒊にཌさ⣙ 0.1 㹫のコンࢡリーࢺが↢瓦の上にぢられること

ら、ここが建物のᗋと⪃えられる。第࠿ 13 ᅗは᫛和 34 年度の旧日本㝣㌷関ಀ建物᧔ཤに࠿࠿る現状ኚ᭦

⏦ㄳ書ῧ௜ᅗと、竹の丸の史跡㏣加指定⏦ㄳ書ῧ௜ᅗを基にస成したものであるが、௒ᅇ᳨ฟした建物の

一㒊は、ࡑの位置࠿ら第㸲ᅗの建物սが↢瓦建物θ１、ࡑの東のᑠᆺ建物が↢瓦建物θ２にあたると⪃え

られる。なお↢瓦建物θ２はᕤ事掘᪉ෆに࠿࠿る㒊ศは᧔ཤした。

控石柱の᪤存コンࢡリーࢺ基♏の天➃がᕤ事による掘๐高よりも高いሙྜは、コンࢡリーࢺ基♏の◚○

㝖ཤ時にもᕤ事❧఍を行なったが、控石柱建て㉳こしᕤ事᪋ᕤ時に掘๐高௨ୗも◚○᧔ཤしたため、ࡑの

⤖果については「控石柱建て㉳こし」の項にて記㏙する。

࠙基♏石ྲྀりእしࠚ

基♏石には東࠿らθ１・２の㡰に西➃のθ 201 まで番号が௜され、ྲྀりእしが行なࢃれた。基♏石、ୗ

㒊構造の㡰にྲྀりእしを行い、これまでࣔࣝタࣝにそࢃれておりヲ細が୙明であった、基♏石のᤣえ᪉が

ุ明した。基本的に、ձ石垣天➃石上にᑠ♟をᩜき㎸ࡴЍղ๭石などとコンࢡリーࢺよる土ྎの構築Ѝճ

๭石の介石で調ᩚしつつ基♏石のタ置Ѝմࣔࣝタࣝによる基♏石と介石などのഃ面ᅛ定、の㡰に᪋ᕤして

いるが、ձとղがᕤ程としてぢられない㒊ศや、介石のࡳで基♏石をᅛ定し、ᗏ面のコンࢡリーࢺおよࡧ

ഃ面のࣔࣝタࣝ᪋ᕤがぢられない㒊ศもある。このことは、㒊ศ的な修理による᪋ᕤ時期の㐪いを♧して

いるྍ⬟ᛶがあるが、ヲ細は୙明である。たࡔし、控石柱θ２～３間の基♏石をᶓ᩿する土ᒙセࢡシࣙン

でのほᐹによると、基♏石のコンࢡリーࢺおよࣝࣔࡧタࣝ基♏は᫛和 35 年の造成土にそࢃれており、࠿

つコンࢡリーࢺ基♏に᫛和 30 年修⿵㖭の瓦がྵまれる。このこと࠿ら、現在確認できる基♏石をコンࢡ

リーࢺと介石でᅛ定するᕤ事は、᫛和 28 ～ 30 年（1953 ～ 55）の඲面解体修理の㝿の᪋ᕤであるྍ⬟ᛶ

が高いとゝえる。

࠙控石柱建て㉳こしࠚ

控石柱建て㉳こしや⿵ᙉ基♏掘᪉成ᆺに伴う控石柱コンࢡリーࢺ基♏の◚○、控石柱ᕪし᭰えに伴う控

石柱修復掘᪉ෆの埋土掘๐によって、修理年ࡈとの᪋ᕤ᪉ἲの㐪いが明ら࠿となった。

᫛和28～30年の修理では、ẚ㍑的ὸい位置にコンࢡリーࢺ基♏がタ置されている。基♏は一㎶⣙0.6㹫・

ཌさ 0.2 ～ 0.3 㹫の❧᪉体で、ᑠ෇♟を多くྵࡴ↓➽のコンࢡリーࢺ製である。基♏はᢡᦆした控石柱を

᥋ྜした位置をᕳくようにᆺᯟを⏝いて᪋ᕤされており、ᙜ時は存在したῧ柱 (塀本体の柱と控石柱を⤖

஺➽ࡪ )の♏石が、控石柱塀ഃのコンࢡリーࢺ基♏⾲面に置࠿れている。

᫛和 35 年の修理でもコンࢡリーࢺ基♏で控石柱が⿵ᙉされている。基♏は一㎶ ( ┤ᚄ ) ⣙１㹫のいࡧ

つな᪉ᙧもしくは෇ᙧに近い୙定ᙧを࿊する。ᑠ෇♟を多㔞にྵࡴ↓➽のコンࢡリーࢺ製で、控石柱を中

ᚰに掘られた῝いすり㖊状の掘᪉にコンࢡリーࢺを┤᥋ὶし㎸んで᪋ᕤされており、コンࢡリーࢺのΰ和

๣には、ᑠ෇♟௨እに↢瓦∦や旧控石柱ᮦ∦をྵࡴ。基♏の⾲面はࣔࣝタࣝ化⢝によって平⁥に௙上ࡆら

れている。

᫛和 52 年（1977）の修理でもコンࢡリーࢺ基♏で控石柱が⿵ᙉされている。基♏は基本的に一㎶⣙１㹫・

ཌさ 0.2 ～ 0.5 Їの❧᪉体で、ᑠ෇♟をྵࡴ㕲➽が㓄➽されたコンࢡリーࢺ製である。ᆺᯟを⏝いて᪋ᕤ

されているものがほとんどであるが、平面つᶍがᑠさくཌࡳのあるものはᆺᯟを⏝いない。基♏のᗏ面に

は○石がᩜき㎸まれているものが多い。また、࣋ーࢫになる基♏上面の控石柱の࿘ᅖには、ட⭡状のࣔࣝ

タࣝが௜㝶するものが大多ᩘを༨める。地⾲面࠿らࡑう῝くない位置に基♏天➃があるものがほとんどで

あるが、᫛和 52 年度の修理報告書にᥖ㍕されている、控石柱建て㉳こしに࠿࠿る᪋ᕤᶆ‽᩿面ᅗのよう
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に、地⾲面より 0.8 㹫～ 1.2 Їపい位置にコンࢡリーࢺ基♏がᡴたれているものもᩘ基確認している。た

のため、ྂいᵝࡑ。基♏がない平成３・㸲年度᪋ᕤのものとの区別が㞴しいࢺリーࢡし、これらはコンࡔ

┦の控石柱にも関ࢃらࡎ、コンࢡリーࢺ基♏がὸい位置にはなくᒣ◁とᰩ石で᰿ᅛめされているものは、

᫛和 52 年の修復のྍ⬟ᛶがあることを指᦬するにとどめる。

平成３・㸲年に᪂⿵ᮦに置き᥮えられた控石柱には、ὸい位置でのコンࢡリーࢺ基♏はない。᪂⿵ᮦは、

ᚑ前に౑ࢃれていたᮦよりも一ᅇりኴい一㎶ 0.3 Їの᪉柱状の石ᮦで、旧ᮦをᢤきྲྀった後に᪂ᮦをᤣえ

┤しており、ᢤきྲྀりの掘᪉はᰩ石・旧柱ᮦの᩿∦・コンࢡリーࢺ∦で埋めᅛめて、柱をᅛ定している。

柱のᗏ面にはコンࢡリーࢺ基♏があるとの᝟報もあるが、௒ᅇのᕤ事❧఍では確認していない。掘᪉の埋

めᡠしに౑ࢃれているコンࢡリーࢺ∦は、ࡑれ௨前に基♏に౑⏝されていたものの᩿∦で、旧ᮦの᩿∦は

ᕪし᭰え前の控石柱であると⪃えられる。

ྛ控石柱の修理履歴と基♏の状況、௒ᅇの᪋ᕤෆᐜについては、別⾲ (第２～㸲⾲ )にまとめた。

࠙間▱石積 (㹆 547) の解体ࠚ

ྛ石ᮦには、西➃࠿ら東にྥ࠿ってθ１・２の㡰にθ 184 まで番号を௜し、東ഃ࠿ら解体した。築石の

解体およࡧ⿬㎸ᒙの㝖ཤで、ࡑの構造等が明ら࠿となった。᫛和 52 年の解体修理時の᪋ᕤであること࠿

ら特➹すべきことはないが、⿬㎸ᒙ（ᰩ石と土◁がΰࡊったᒙで、石の多いᒙと土◁の多いᒙがある）࠿

ら、瓦∦や陶磁器類がฟ土した。ฟ土遺物の時期は近世࠿ら現代にཬࡪ。

࠙間▱石積 (㹆 561) の解体積┤しࠚ

ᔂⴠした築石およࡧ解体する築石に番号を௜し、ᔂⴠ石ᮦのᅇ収、築石の解体の㡰にస業が行なࢃれた。

面の⫼ࡳされた。石積┤ࡳつ築石が積ࡎ面の⿬㎸ᒙを掘๐成ᆺし、基ᗏ石上に㡰に１ẁ⫼ࡳの後、石積ࡑ

掘๐は、築石前面より 0.6 ～ 0.7 Їまでの⠊ᅖで行なࢃれた。

ᔂⴠ㒊ศとࡑの୧⬥ (築石を解体した㒊ศ )の土ᒙをほᐹした⤖果、ᔂⴠ㒊ศを中ᚰに間▱石積の⿬㎸

ᒙを大きくษり㎸ࡴ土ᆙがあり、ࡑの⠊ᅖは築石の⫼面にまでཬんでいることが࠿ࢃった。この土ᆙは平

成 29・30 年度の確認調査でも一㒊を確認しており、長塀前面石垣のᰩ石ᒙをも掘り㎸んでいる。この土

ᆙの埋土࠿らは、↢瓦やᱞ瓦など近代の遺物が多くฟ土していること࠿ら、᫛和 34 年に行ࢃれた竹の丸

の旧日本㝣㌷᪋タ解体᧔ཤ௨㝆の遺構であるとゝえる。築石を解体する㝿にもྛ築石間࠿ら、土ᖌ器・磁

器・瓦（丸・平・ᱞ）などの遺物がฟ土したが、ඛ㏙のとおり᫛和 34 年௨㝆の土ᆙが築石⫼面にまでཬ

んでいること࠿ら、ᱞ瓦など᪂しいᵝ┦の遺物がฟ土するのであࢁう。また、基ᗏ石の一㒊がⱝᖸ前ಽれ

していたため解体したとこࢁ、基ᗏ石┤ୗの土ᒙには瓦∦がྵまれていたが、ࡑの中にはᱞ瓦など᪂しい

ᵝ┦を♧すものはな࠿った。

石積ࡳの᪉ἲで特➹すべきことはないが、石の౑い᪉はやや特異で、築石を「㏫石（さ࠿いし）」に౑っ

ているものがほとんどを༨めているのである。「㏫石」とは石ᕤが౑⏝するゝⴥで、間▱石の天地が本᮶

౑うべきྥきとは㏫に積まれている石のことをゝう。

構築時期であるが、明治 10 年（1877）㡭࠿ら᫛和 29 年（1954）までのどこ࠿の時Ⅼとなることは、ඛ

に㏙べたとおりである。⿬㎸土ᒙをྵめて構築時期を┤᥋指し♧す遺物のฟ土はな࠿ったためヲ細は୙明

であるが、構築のタ࣑࢖ンࢢとしては、一度᧔ཤした長塀を෌建した時Ⅼ、もしくはࡑれを修理した時Ⅼ

となࢁう。

࠙コンࢡリーࢺഃ⁁修理に伴う掘๐ࠚ

ഃቨ᧔ཤ後の掘๐時にᕤ事❧఍をᐇ᪋した。平成 30 年度に確認調査をᐇ᪋した⟠所ではቨ面の᭱⤊的

な成ᆺ、ࡑれ௨እの⟠所ではഃቨእ➃㒊よりᖜ 0.2 Ї・῝さ 0.5 Їのつᶍで掘๐が行なࢃれた。掘๐され

た土ᒙはすべて᫛和 35 年造成土より᪂しい時期の土ᒙで、瓦を中ᚰとした遺物がฟ土した。瓦には江戸

期のものもྵまれるが、近代のᱞ瓦のฟ土が多࠿った。
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θ
記㘓による
修理ෆᐜ

記㘓による
修理時期

控石柱基♏の調査所ぢ ௒ᅇのᕤ事ෆᐜ・ࡑの௚所ぢ
௒ᅇ所ぢによる
┤近修理時期

１
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年
平面෇ᙧの大ᆺのコンࢡリーࢺ基♏㸭基♏上
はᒣ◁と大ᆺのゅ♟と෇♟で埋めᡠし㸭基♏
上面はθ２よりὸい

ᕤ事掘๐高よりୗにコンࢡリーࢺ基♏がある
ため、建て㉳こし等せࡎ

᫛和52年度

２
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

平面᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基♏㸭控石柱࿘
㎶をட⭡状に┒り上ࡆる㸭控石柱እ࿘に大ᆺ
の♟をΰじえた〓Ⰽ系のΰ◁♟⢓土、上ᒙは
ᒣ◁とゅ♟で埋めᡠし

ᕤ事掘๐高よりୗにコンࢡリーࢺ基♏がある
ため、建て㉳こし等せࡎ

᫛和52年度

３ ⿵ᙉ ᫛和28年௨前
平面᪉ᙧの᰿ᕳᑠᆺコンࢡリーࢺ㸭ῧ石あり
㸭掘๐῝度ὸい㸭基♏掘᪉を᫛和35年造成土
がそう

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ ᫛和28 ～ 30年度

㸲 ⿵ᙉ ᫛和28年௨前
平面᪉ᙧの᰿ᕳᑠᆺコンࢡリーࢺ㸭ῧ石あり
㸭掘๐῝度ὸい㸭基♏掘᪉を᫛和35年造成土
がそう

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ ᫛和28 ～ 30年度

５
᪂⿵石ᮦ
タ置

᫛和35年
控石柱より40 ～ 50੉は♟とᒣ◁、እ࿘は♟・
瓦∦などをΰじえた〓Ⰽ系のΰ◁♟⢓土でᅛ
める㸭基♏掘᪉を᫛和35年造成土がそう

ᕤ事掘๐高よりୗにコンࢡリーࢺ基♏がある
ため、建て㉳こし等せࡎ

᫛和35年度࠿

６ ⿵ᙉ ᫛和28年௨前
平面᪉ᙧの᰿ᕳᑠᆺコンࢡリーࢺ㸭ῧ石あり
㸭掘๐῝度ὸい㸭基♏掘᪉を᫛和35年造成土
がそう

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ ᫛和28 ～ 30年度

７ ⿵ᙉ ᫛和28年௨前
平面᪉ᙧの᰿ᕳᑠᆺコンࢡリーࢺ㸭ῧ石あり
㸭掘๐῝度ὸい㸭基♏掘᪉を᫛和35年造成土
がそう

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ㸭控石柱஺᥮㸭コ
ンࢡリーࢺ基♏ᗏ㒊より20੉掘๐し柱ᮦᢡᦆ
㒊確認㸭土中の旧ᮦは現状ಖ存㸭旧ᮦ上に土
をධれ、ࡑの上に᪂⿵ᮦをタ置

᫛和28 ～ 30年度

㸶
᪂⿵石ᮦ
タ置

᫛和35年

平面᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基♏㸭↓➽㸭す
り㖊状の基♏には෇♟と↢瓦ΰじる㸭♟・瓦・
↢瓦ΰじりの〓Ⰽ系のΰ◁♟⢓土の埋土㸭基
♏上面のᒣ◁は後⿵のྍ⬟ᛶ

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ ᫛和35年度

９
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

୙定᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基♏㸭ΰ和๣の
♟多く↓➽㸭෇⟄状の掘᪉にコンࢡリーࢺὶ
し㎸ࡳ㸭掘᪉ෆは᰿ᅛめ石にコンࢡリーࢺを
ὶし㎸んࡔᵝ┦㸭基♏上はᒣ◁と♟㸭基♏の
ᙧ状は᫛和35年度のものࡔが、コンࢡリーࢺ
基♏掘᪉は、コンࢡリーࢺഃ⁁ᗏ面のᤞてコ
ンࢡリーࢺをษり㎸ࡴ

᫛和52年修理記㘓あるが修理はᮍᐇ᪋࠿㸭ᕤ
事掘๐高௨ୗ⣙50੉までコンࢡリーࢺ基♏◚
○᧔ཤ

᫛和35年度
もしくは

᫛和52年度

10
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

平面᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基♏㸭ཌさ10 ～
15੉㸭㕲➽あり㸭控石柱࿘ᅖをட⭡状に┒り
上ࡆる㸭基♏࿘ᅖには〓Ⰽ土(ほとんどない)
㸭基♏上はᒣ◁と♟

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ ᫛和52年度

11 ⿵ᙉ ᫛和28年௨前
平面᪉ᙧの᰿ᕳᑠᆺコンࢡリーࢺ㸭ῧ石あり
㸭掘๐῝度ὸい㸭基♏掘᪉を᫛和35年造成土
がそう

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ ᫛和28 ～ 30年度

12 ୙明 ୙明
平面᪉ᙧの᰿ᕳᑠᆺコンࢡリーࢺ㸭ῧ石あり
㸭掘๐῝度ὸい㸭基♏掘᪉を᫛和35年造成土
がそう

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ㸭建て㉳こしのた
め、コンࢡリーࢺ基♏ୗをᕤ事掘๐高より10
੉掘๐㸭基♏ୗに控石柱の᰿ᅛめ石確認する
も時期は୙明㸭᳨ฟ状況は明治期石垣修復時
の⿬㎸ᒙそ土をษり㎸ࡴ

᫛和28 ～ 30年度

13
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

平面᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基♏㸭ཌさ⣙20
੉㸭控石柱࿘㎶をட⭡状に┒り上ࡆる㸭控石
柱እ࿘に大ᆺの♟をΰじえた〓Ⰽ系のΰ◁♟
⢓土、上ᒙはᒣ◁とゅ♟で埋めᡠし

ட⭡のࡳ◚○㸭建て㉳こしのため、コンࢡリー
。基♏࿘ᅖをᕤ事掘๐高より10੉掘๐ࢺ

᫛和52年度

14 ⿵ᙉ ᫛和28年௨前

平面᪉ᙧの᰿ᕳᑠᆺコンࢡリーࢺ㸭ῧ石あり
㸭᰿ᕳコンࢡリーࢺのୗを῝さ10 ～ 15੉のὸ
い᳐状に掘り、コンࢡリーࢺを┤᥋ὶし㎸ࡳ
㸭ࡑれよりୗには控石柱なし㸭基♏掘᪉が᫛
和35年造成土をษり㎸ࡴ
э後年に෌⿵修しているの࠿

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ
᫛和35年௨㝆
෌修理࠿

15
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

平面᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基♏㸭ཌさ35੉
㸭控石柱࿘㎶はட⭡状に┒り上ࡆる㸭コンࢡ
リーࢺ基♏ෆで柱ᢡᦆ㸭控石柱እ࿘に♟をΰ
じえた〓Ⰽ系のΰ◁♟⢓土、上ᒙはᒣ◁と♟
で埋めᡠし㸭♟は㟷系のᏳᒣ岩多い

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ㸭基♏ୗを20੉掘
๐しᢡᦆ㒊で᥋ྜ

᫛和52年度

16
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

平面᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基♏㸭控石柱࿘
㎶はட⭡状に┒り上ࡆる㸭控石柱እ࿘に大ᆺ
の♟をΰじえた〓Ⰽ系のΰ◁♟⢓土㸭上ᒙは
ᒣ◁とゅ♟で埋めᡠし

コンࢡリーࢺ基♏は上㒊2�3を◚○᧔ཤ㸭建て
㉳こしのため、コンࢡリーࢺ基♏࿘ᅖをᕤ事
掘๐高より15੉掘๐

᫛和52年度

17
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

平面᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基♏㸭控石柱࿘
㎶はட⭡状に┒り上ࡆる㸭コンࢡリーࢺ基♏
ෆでᢡᦆした柱を᥋ྜしている㸭θ18とྠ時
᪋ᕤ㸭修理掘᪉は㟷系のᏳᒣ岩ᰩ石とᒣ◁で
地⾲面近くまで埋めᡠし㸭基♏ᗏ面にも㟷系
ᰩ石ධる

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ㸭ᕤ事掘๐高より
15੉掘๐しࡑの高さで残存柱ᮦをษ᩿し、ࡑ
の上に᪂⿵ᮦタ置

᫛和52年度

18
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

平面᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基♏㸭基♏上面
඲体がட⭡状に柱にྥ࠿い高くなる㸭θ17と
ྠ時᪋ᕤ㸭修理掘᪉は㟷系のᏳᒣ岩ᰩ石とᒣ
◁で地⾲面近くまで埋めᡠし

θ17より基♏῝い㸭ᕤ事掘๐高までコンࢡ
リーࢺ┙◚○᧔ཤ㸭ᕤ事掘๐高よりୗは柱࿘
ᅖの10ࡳ੉コンࢡリーࡑ。○◚ࢺの高さで残
存柱ᮦをษ᩿し、ࡑの上に᪂⿵ᮦタ置

᫛和52年度

19
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年

⣲掘り㸭柱࿘㎶は上面までᰩ石㸭እ࿘はᒣ◁
とᰩ石㸭ᰩ石はᑠᆺのもの多く大ᆺコンࢡ
リーࡴྵ∦ࢺ
　э᫛和52年修復後の෌修理

᫛和52年修理記㘓あり㸭建て㉳こしなし 平成３㺃㸲年
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記㘓による
修理ෆᐜ

記㘓による
修理時期

控石柱基♏の調査所ぢ ௒ᅇのᕤ事ෆᐜ・ࡑの௚所ぢ
௒ᅇ所ぢによる
┤近修理時期

20 ⿵ᙉ ᫛和28年௨前
平面᪉ᙧの᰿ᕳᑠᆺコンࢡリーࢺ㸭ῧ石あり
㸭基♏北༙Ḟᦆ㸭掘๐῝度ὸい㸭基♏掘᪉を
᫛和35年造成土がそう

コンࢡリーࢺ基♏◚○᧔ཤ㸭柱に᤬じれあり
㸭コンࢡリーࢺ基♏ୗを50੉掘๐し、ᢡᦆ㒊
もしくは柱ᗏ面確認㸭掘๐土はᒣ◁を主体と
し、〓Ⰽ土や旧柱ᮦ∦などの石ᮦをまじえた
土ᒙ㸭掘๐後建て㉳こしと᤬じれ⿵正

᫛和28 ～ 30年度

21
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

⣲掘り㸭コンࢡリーࢺ基♏なし㸭柱ᑤ頭㸶ᑍ
ᅄ᪉㸭上ᒙはᒣ◁のࡳ、ୗᒙはᰩ石とᒣ◁で
埋めᡠし㸭平成３・㸲年にᤣえなおしている
ྍ⬟ᛶも

建て㉳こしのための掘๐なし ᫛和52年度

22
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

コンࢡリーࢺ基♏なし㸭柱ᑤ頭㸶ᑍᅄ᪉㸭上
ᒙはᒣ◁のࡳ、ୗᒙはᰩ石とᒣ◁で埋めᡠし
㸭ᰩ石は㟷系Ᏻᒣ岩多くコンࢡリーࢺ基♏∦
㸭平成３・㸲年にᤣえ┤しのྍ⬟ᛶありࡴྵ

ᕤ事掘๐高より70੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は修復
時埋土(ᒣ◁㸩ᰩ石) 㸭柱ᗏにコンࢡリーࢺあ
り㸭᫛和52年度修理報告書の控石柱修理ᶆ‽
᩿面ᅗとおりの᪋ᕤ౛࠿

᫛和52年度

23
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年
コンࢡリーࢺ基♏なし㸭平成３・㸲年にᤣえ
┤しているྍ⬟ᛶ大㸭上ᒙはᒣ◁のࡳ、ୗᒙ
はᰩ石とᒣ◁で埋めᡠし

᫛和52年᪋ᕤと⪃えられる暗渠排水路の掘᪉
(㟷系のᰩ石が埋土)をさらにษり㎸ࡴ掘᪉㸭
建て㉳こしのための掘๐なし

平成３㺃㸲年࠿

24
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

コンࢡリーࢺ基♏なし㸭柱ᑤ頭㸶ᑍᅄ᪉㸭平
成３・㸲年にᤣえ┤しているྍ⬟ᛶ大㸭上ᒙ
はᒣ◁のࡳ、ୗᒙはᰩ石とᒣ◁で埋めᡠし㸭
ᰩ石は㟷系Ᏻᒣ岩

᫛和52年᪋ᕤと⪃えられる暗渠排水路の掘᪉
(㟷系のᰩ石が埋土)をさらにษり㎸ࡴ掘᪉㸭
ᕤ事掘๐高より40੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石
柱修復時埋土(ᒣ◁㸩ᰩ石）㸭掘๐後建て㉳こ
し

平成３㺃㸲年࠿

25
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

コンࢡリーࢺ基♏なし㸭柱ᑤ頭㸶ᑍᅄ᪉㸭平
成３・㸲年にᤣえなおしているྍ⬟ᛶもある
㸭上面௜近はᒣ◁、ୗᒙはᰩ石とᒣ◁㸭ᰩ石
は㟷系Ᏻᒣ岩

ᕤ事掘๐高より80੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は修復
時埋土(ᒣ◁㸩ᰩ石) 㸭柱ᗏにコンࢡリーࢺあ
り㸭建て㉳こしできࡎ㸭᫛和52年度修理報告
書の控石柱修理ᶆ‽᩿面ᅗとおりの᪋ᕤ౛࠿

᫛和52年度࠿

26
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭柱࿘㎶は上面までᰩ石㸭እ࿘はᒣ◁
とᰩ石㸭ᰩ石はᑠᆺのもの多い

ᕤ事掘๐高より60੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石
柱修復時埋土(ᒣ◁㸩ᰩ石) 㸭柱ᗏ࠿ᢡᦆ㒊を
確認㸭コンࢡリーࢺなし㸭掘๐後建て㉳こし

平成３・㸲年度

27
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年
⣲掘り㸭コンࢡリーࢺ基♏なし㸭柱ᑤ頭㸶ᑍ
ᅄ᪉㸭θ21とྠᵝ㸭ᰩ石は㟷系多い

ᕤ事掘๐高より60੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石
柱修復時埋土(ᒣ◁㸩ᰩ石) 㸭ືいたため掘๐
後建て㉳こし㸭掘๐高よりୗにコンࢡリーࢺ
基♏があるྍ⬟ᛶあり

᫛和52年࠿

28
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年 ⣲掘り㸭θ26とྠᵝ㸭ᰩ石は大ᆺ石ᮦ多い

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高より５੉
掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石柱修復時埋土(ᒣ◁㸩
ᰩ石) 㸭ືいたため掘๐後建て㉳こし㸭土中
でᢡᦆ࠿

平成３・㸲年度

29
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭上ᒙはᒣ◁、ୗᒙはᒣ◁とᰩ石㸭እ
࿘にはᰩ石と瓦がΰじる〓Ⰽ土

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘りୗࡆなし

平成３・㸲年度

30
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年 ⣲掘り㸭柱ᑤ頭㸶ᑍᅄ᪉㸭θ21とྠᵝ

ᕤ事掘๐高より80੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石
柱修復時埋土(ᒣ◁㸩ᰩ石) 㸭柱ᗏにコンࢡ
リーࢺあり㸭建て㉳こしできࡎ㸭᫛和52年度
修理報告書の控石柱修理ᶆ‽᩿面ᅗとおりの
᪋ᕤ౛࠿

᫛和52年度

31
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年 ⣲掘り㸭θ26とྠᵝ
᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘りୗࡆなし㸭土中でᢡᦆ࠿

平成３・㸲年度

32
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ26とྠᵝ㸭コンࢡリーࢺ基♏∦ྵ
ࡴ

ᕤ事掘๐高よりୗの掘๐なし 平成３・㸲年度

33
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年 ⣲掘り㸭θ26とྠᵝ
᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし㸭土中でᢡᦆ࠿

平成３・㸲年度

34
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年 ⣲掘り㸭θ26とྠᵝ
᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高より40੉
掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石柱修復時埋土(ᒣ◁㸩
ᰩ石)㸭ືいたため掘๐後建て㉳こし

平成３・㸲年度

35
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年 ⣲掘り㸭θ26とྠᵝ
᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高より40੉
掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石柱修復時埋土(ᒣ◁㸩
ᰩ石)㸭ືいたため掘๐後建て㉳こし

平成３・㸲年度

36
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭〓Ⰽ◁㉁土とᰩ石で埋めᡠし㸭ᰩ石
は大ᆺのもの多く旧柱ᮦ∦ྵࡴ
ͤᒣ◁はぢられない

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高より40੉
掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石柱修復時埋土(ᒣ◁㸩
ᰩ石)㸭ືいたため掘๐後❧て㉳こし

平成３・㸲年度

37
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ26とྠᵝ㸭ᰩ石は㟷系Ᏻᒣ岩多く
ᑠᆺのもの多い

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし㸭土中でᢡᦆ࠿

平成３・㸲年度

38
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ26とྠᵝ㸭ᰩ石は大ᆺ多くコンࢡ
リーࢺ基♏∦・旧柱ᮦ∦ྵࡴ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高より40੉
掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石柱修復時埋土(ᒣ◁㸩
ᰩ石)㸭ືいたため掘๐後建て㉳こし

平成３・㸲年度

39
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭ᰩ石は大ᆺ多くコンࢡ
リーࢺ基♏∦ྵࡴ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし㸭土中でᢡᦆ࠿

平成３・㸲年度

40
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭〓Ⰽ◁㉁土と෌⏕ࢵࣛࢡシࣕࣛン・
ᰩ石で埋めᡠし㸭ᰩ石にはコンࢡリーࢺ基♏
∦・旧柱ᮦ∦ྵࡴ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高より30੉
掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石柱修復時埋土(ᒣ◁㸩
ᰩ石)㸭ືいたため掘๐後建て㉳こし

平成３・㸲年度

41
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ26とྠᵝ㸭ᰩ石は大ᆺ多くᯈ石・
瓦∦・↢瓦・コンࢡリーࡴྵ∦ࢺ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

平成３・㸲年度

42
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭ᰩ石は大ᆺᑡなくコン
ࡴྵ∦基♏∦・旧柱ᮦ∦・瓦ࢺリーࢡ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

平成３・㸲年度

43
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭ᰩ石は大ᆺ多くコンࢡ
リーࢺ∦・旧柱ᮦ∦ྵࡴ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

平成３・㸲年度

44
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ26とྠᵝ㸭 */-60੉௜近に旧コン
ࢺリーࢡ基♏㸭ᰩ石は大ᆺ多くコンࢺリーࢡ
∦・旧柱ᮦ∦ྵࡴ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高より10 ～
15੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石柱修復時埋土(ᒣ
◁㸩ᰩ石) 㸭ᕤ事掘๐高上60੉で柱ᢡᦆ㸭๭
ཱྀがᩳめになっており᥋ྜが㞴しいため、㹅
㹊௜近で柱ᮦษ᩿し、ࡑれより上は᪂⿵ᮦに
஺᥮

平成３・㸲年度
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45
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭ᰩ石はᑠᆺ多く土◁が
ほとんどΰࡊらない㸭旧柱ᮦ∦・コンࢡリー
ࡴྵ∦瓦∦・瓦↢・∦ࢺ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

平成３・㸲年度

46
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭ᰩ石は大ᆺ多く旧柱ᮦ
∦・ᯈ石・コンࢡリーࢺ∦・↢瓦∦ྵࡴ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

平成３・㸲年度

47
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭ᰩ石はᑠᆺ多く㟷系Ᏻ
ᒣ岩主体㸭コンࢡリーࡴྵ∦ࢺ

ᕤ事掘๐高より10੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石
柱修復時埋土(ᒣ◁㸩ᰩ石) 㸭ືいたため掘๐
後建て㉳こし

平成３・㸲年度

48
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

平成３・㸲年

⣲掘り㸭ᑤ頭㸶ᑍᅄ᪉㸭θ36とྠᵝ㸭ᰩ石は
大ᆺ多く旧柱ᮦ∦・ᯈ石・コンࢡリーࢺ基♏∦・
↢瓦∦ྵࡴ
э᫛和28年修復後の෌修理のྍ⬟ᛶあり

ᕤ事掘๐高より10੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石
柱修復時埋土(ᒣ◁㸩ᰩ石) 㸭ືいたため掘๐
後建て㉳こし

平成３・㸲年度
࠿

49
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭ᰩ石はᑠᆺ多い㸭大ᆺ
は柱࿘ᅖに多⏝㸭瓦∦ྵࡴ

ᕤ事掘๐高よりୗの掘๐なし 平成３・㸲年度

50
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭ᰩ石は大ᆺ多くコンࢡ
リーࢺ基♏∦・旧柱ᮦ∦ྵࡴ㸭土◁はᑡない

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

平成３・㸲年度

51
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭ᰩ石は大ᆺ多くコンࢡ
リーࢺ基♏∦・旧柱ᮦ∦・ᯈ石∦ྵࡴ

ᕤ事掘๐高よりୗの掘๐なし 平成３・㸲年度

52
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭ᰩ石は大ᑠあり㸭㟷石
多い㸭コンࢡリーࢺ∦・ᯈ石∦ྵࡴ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

平成３・㸲年度

53
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭上面௜近のࡳᒣ◁あり
㸭石の᰿ᅛめのእに瓦∦多㔞にධれる㸭旧柱
ᮦྵࡴ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

平成３・㸲年度

54
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
⣲掘り㸭θ36とྠᵝ㸭上面௜近はᒣ◁㸭ᰩ石
は大ᆺ多く旧柱ᮦ・コンࢡリーࢺ∦・ᯈ石∦
ࡴྵ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

平成３・㸲年度

55
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

平成３・㸲年
⣲掘り㸭上面௜近ᒣ◁㸭ᰩ石はᑠᆺ多い㸭コ
ンࢡリーࡴྵ∦ࢺ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高より30੉
掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石柱修復時埋土(ᒣ◁㸩
ᰩ石) 㸭ᗏ面にコンࢡリーࢺ基♏(᫛和52年)
㸭コンࢡリーࢺ面より上35੉で異なる柱ᮦを
᥋ྜ(平成３・㸲年) 㸭᥋ྜ㒊の上ୗで᤬じれ
あり㸭一᪦ྲྀりእして෌᥋ྜ

平成３・㸲年度

56
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

平成３・㸲年

ᕤ事掘๐高ୗ⣙５੉に大ᆺの᪉ᙧコンࢡリー
基♏あり㸭基♏は柱࿘ᅖをட⭡状にする㸭ࢺ
〓Ⰽ◁㉁土と⅊ⓑⰍのᒣ◁を஫ᒙにする㸭ᰩ
石は大ᆺ多い

᫛和52年修理記㘓あり㸭コンࢡリーࢺ基♏࿘
ᅖをᕤ事掘๐高より60੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は
控石柱修復時埋土(ᒣ◁㸩ᰩ石) 㸭コンࢡリー
基♏は㕲➽ありのᆺᯟなし᪋ᕤ㸭◚○᧔ཤࢺ
し建て㉳こし

᫛和52年

57
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

平成３・㸲年 θ56とྠᵝ
᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし㸭建て㉳こしなし

᫛和52年

58
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

平成３・㸲年 θ56とྠᵝ

᫛和52年修理記㘓あり㸭コンࢡリーࢺ基♏࿘
ᅖをᕤ事掘๐高より40੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は
控石柱修復時埋土(ᒣ◁㸩ᰩ石) 㸭コンࢡリー
基♏はᆺᯟなし᪋ᕤ㸭㕲➽の᭷↓は୙明㸭ࢺ
ட⭡天➃より25੉ୗが柱ᗏで、ࡑれよりୗに
柱なし

᫛和52年

59
᪂⿵石ᮦ
タ置

平成３・㸲年
θ36とྠᵝ㸭ᰩ石は大ᆺ多い㸭旧柱ᮦ・コン
ࡴྵ∦ࢺリーࢡ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし㸭建て㉳こしなし

平成３・㸲年度

60
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

平成３・㸲年
θ36とྠᵝ㸭埋土にはᒣ◁ΰじる㸭旧柱ᮦ多
くྵࡴ

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高より10 ～
35੉掘りୗࡆ㸭掘๐土は控石柱修復時埋土(ᒣ
◁㸩ᰩ石)㸭ືいたため掘๐後建て㉳こし

平成３・㸲年度

61
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

平成３・㸲年 θ３とྠᵝ㸭平面᪉ᙧの᰿ᕳきコンࢡリーࢺ
᫛和52年修理記㘓あり㸭コンࢡリーࢺ基♏は
◚○᧔ཤ㸭ᕤ事掘๐高よりୗの掘๐なし

᫛和28 ～ 30年度

62
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

平成３・㸲年
平面᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基♏㸭基♏上面
඲体がட⭡状に柱にྥ࠿い高くなる㸭柱๭れ
ཱྀにࣆ࣎ࢲンあり

᫛和52年修理記㘓あり㸭コンࢡリーࢺ基♏を
◚○しながらᕤ事掘๐高より10੉掘りୗࡆ㸭
ືいたため掘๐後建て㉳こし㸭基♏タ置が᫛
和52年度、ᢡᦆ㒊の᥋ྜ⿵修が平成３・㸲年
࠿

᫛和52年度と
平成３・㸲年度

࠿

63
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

平成３・㸲年

平面᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基♏・㕲➽あり
㸭基♏は上ୗ２重構造で、上༙は通ᖖの構造、
ୗ༙は柱࿘りにᖜ10੉の✵間をタける構造㸭
基♏よりୗには柱なし㸭基♏のそ土はᒣ◁と
ᰩ石

᫛和52年修理記㘓あり㸭コンࢡリーࢺ基♏上
༙を◚○᧔ཤし建て㉳こし

᫛和52年࠿

64
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

平成３・㸲年

θ63とྠᵝ㸭平面᪉ᙧの大ᆺコンࢡリーࢺ基
♏㸭㕲➽なし㸭基♏は上ୗ２重構造で、上༙
は通ᖖの構造、ୗ༙は柱࿘りにᖜ10੉の✵間
をタける構造㸭基♏よりୗには柱なし㸭᰿ᅛ
めに旧柱ᮦ・コンࢡリーࡴྵ∦ࢺ

᫛和52年修理記㘓あり㸭コンࢡリーࢺ基♏上
༙を◚○᧔ཤし建て㉳こし

᫛和52年࠿

65
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年

᳨ฟ面ୗ⣙５੉に大ᆺのコンࢡリーࢺ基♏あ
り㸭ட⭡にならないタࣉ࢖㸭控石柱θ１とྠ
ᵝ࠿㸭基♏そ土はᒣ◁にᰩ石（コンࢡリーࢺ
（ࡴྵ∦

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

᫛和52年度

66
ᢤきྲྀり
ᤣえ┤し

᫛和52年
⣲掘り㸭ᒣ◁とᰩ石で᰿ᅛめ㸭ᰩ石には旧柱
ᮦ・コンࢡリーࢺ∦・ᯈ石∦ྵࡴ㸭ᑠᆺᰩは
㟷石多い

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

平成３㺃㸲年࠿

67 ᤣえ┤し 平成24年 θ67と68は一体᪋ᕤ㸭⣲掘り㸭前面石垣⿬㎸
めとྠ時᪋ᕤ㸭㟷石のᑠᆺᰩ石㸭ᰩ石ᒙ上面
に土木シーࢺ㸭ࡑの上に㯮〓Ⰽ系の◁㉁土

᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

平成24年度

68 ᤣえ┤し 平成24年
᫛和52年修理記㘓あり㸭ᕤ事掘๐高よりୗの
掘๐なし

ͤグ録ࡿࡼ࡟ಟ⌮ෆᐜࡧࡼ࠾ಟ⌮ᖺࡣᙜึタィࠊࡵࡓࡿࡼ࡟❹ᕤ≧ἣࠋࡿ࡞␗ࡣ࡜
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࠙トࠚ

１　北原治「長塀の控柱石について」ࠗ 熊本城調査研究センター年報࠘㸲号　熊本城調査研究センター、2018 年。

　ྠ書には、㹁類は「頭㒊を⢒๭で᪉ᙧにᩚᙧしたจ⅊岩製のもの（平成３㺃 㸲年の᪂⿵ᮦ）」とあるが、「頭㒊を∦ὶ

れにし、඲体を⢒๭で柱状に加ᕤしたจ⅊岩製のもの（平成３・㸲年の᪂⿵ᮦ）」としておきたい。この種は、᩿面

ᙧ状が௚の類ᆺの柱よりも一ᅇり大きい。᩿面ᑍἲは௚のྂⰍの柱は一㎶㸶ᑍ前後のものが多ᩘを༨めるが、この種

の柱は一㎶１ᑻを測る。

２　竹の丸における᭤㍯の᏶成を៞長 15 年（1612）㡭にồめるぢ解（ᐩ田⣫一「ⓑ川・ᆤ஭川ὶ路と城ୗ町のᙧ成」

ࠗ市史研究くまもと࠘第７号 熊本市 1996 年、ᐩ田⣫一「熊本の୕Ἑ川と城ୗ町のᙧ成」ࠗ 市史研究くまもと࠘第 11

号 熊本市 2000 年）もあるが、៞長 17 年（1612）ࠗ ⫧後⟃後城ᅗ࠘の竹の丸に「㏕（さこ）」の⾲記があること࠿ら、

この時期まで᭤㍯は᏶成していないものと⪃えられる。

３　「㌶㐨の௒᫇ 熊本市㟁㛤業 90 ࿘年」㸲 熊本日日᪂⪺、2014 年㸶月６日。

㸲　「ᱜ町、花畑町の 90 年前　⯟✵෗┿ぢつ࠿る」熊本日日᪂⪺、2015 年２月 26 日。

５　ᑠᓥᚫ㈆「熊本城ᆎಖ存᭳をᅇ㢳して (༑ඵ )( ༑஑ )」ࠗ 熊本城࠘第ඵ⹰ 第஑⹰ 熊本城ᆎಖ存᭳、1941 年。

６　「長塀修⧋の㏣加㇧⟬一༓ඵⓒᅭྍỴす」ࠗ 熊本城࠘第୐⹰ 熊本城ᆎಖ存᭳、1940 年。

　　熊本城ᆎಖ存᭳᫛和 15 年度㏣加ண⟬఍㆟を㛤఍した記事で、長塀修⧋㈝を主とする㏣加ண⟬がྍỴされたとある

が、ࡑの後に修理に╔ᕤした記㘓がないため、ᐇ㝿に修理があった࠿どう࠿は᩿定できない。

７　旧日本㝣㌷᪋タ᧔ཤに関してᥦฟされた史跡ෆの現状ኚ᭦⏦ㄳ書に、᧔ཤ᪋タの㓄置ᅗがῧ௜されている。

㸶　ஂಖ⏤⨾Ꮚ「⾲⣬地ᅗ⤂介ࠗ 熊本第 6号地ᅗ 1࠘889 年 ( 明治 22)」ࠗ㹇㹎㹐㹉 熊本市㒔市ᨻ策研究所ニࣗーズࣞター࠘

第 7号 熊本市㒔市ᨻ策研究所、2015 年。

９　熊本市ࠗ重要文化財熊本城┘物櫓・長塀修理ᕤ事（ᒇ᰿྿᭰・㒊ศ修理）報告書 、࠘1979 年。

10　熊本市熊本城調査研究センターࠗ熊本城発掘調査報告書２－本丸御殿の調査－ 、࠘2016 年。

ͤ特にトにᣲࡆていないྂ෗┿およࡧ⤮ᅗのฟ඾は௨ୗの文⊩による。

　　熊本市ࠗ特別史跡熊本城跡⥲ྜ調査報告書 歴史㈨ᩱ編 、࠘2019 年。

㸵㸬㑇≀

遺物については、ᐇ測ᅗのᥦ♧と一ぴ⾲で報告とする。なお、遺物の年代ほなどの᰿ᣐについては、௨

ୗのとおりである。

　㍺ධ陶磁器類　　中世土器研究఍編ࠗᴫㄝ　中世の土器 　࠘┿㝧♫　2004 年

　⫧前系陶磁器類　஑ᕞ近世陶磁学఍ࠗ஑ᕞ陶磁の編年 　࠘2000 年

　　　　　　　　　大橋ᗣ二　ࠗ ྂఀ୓㔛の文ᵝ 　࠘理ᕤ学♫　1994 年

　　　　　　　　　熊本市熊本城調査研究センターࠗ熊本城跡発掘調査報告書 1－㣤田丸の調査－࠘2014 年

　　　　　　　　　熊本市熊本城調査研究センターࠗ熊本城跡発掘調査報告書 2－本丸御殿の調査－ 　࠘2016 年

　瓦　　　　　　　ᒣᓮಙ二　ࠗ 近世瓦の研究 　࠘ྠ成♫　2008 年

　　　　　　　　　⨾ཱྀ⃰⣖Ꮚ　「஑ᕞ地᪉の城郭瓦のᵝ┦－熊本城ฟ土⣖年㖭瓦の集成を中ᚰに」ࠗ ⥆ ⧊㇏期城郭瓦研究

の᪂どⅬ࠘⧊㇏期城郭研究఍　2018

　　　　　　　　　⨾ཱྀ⃰⣖Ꮚ　「熊本城瓦編年の❧᱌にྥけて　－瓦研究の฿㐩Ⅼとㄢ㢟のᩚ理－」ࠗ ⧊㇏城郭࠘第 19 号　

　　　　　　　　　⧊㇏期城郭研究఍　2019

　　　　　　　　　బ藤浩ྖ　「ᑠ಴城郭ฟ土の㌺ඛ瓦ศ類࢝タロࢢ（ࡑの１）－瓦ᙜ文ᵝを中ᚰにして－」ࠗ 研究⣖要࠘

第 33 号　(බ財 )北஑ᕞ市文化ⱁ術᣺⯆財ᅋ　2019 年

　　　　　　　　　藤丸୕㞝「୕橋町の製瓦業について」ࠗ ᨾ㒓の文化にᕼᮃを 　࠘୕橋町　1992 年

　　　　　　　　　ࠗ 矢加㒊町ᒇᩜ遺跡ϫ 　࠘⚟ᒸ┴ᩍ⫱ጤဨ఍　2007 年

　↢瓦　　　　　　水野ಙኴ㑻ࠗ日本↢瓦史の研究 　࠘ἲᨻ大学ฟ∧　1999 年

　　　　　　　　　ࠗ 熊本大学埋ⶶ文化財調査センター年報　2016 年度࠘熊本大学埋ⶶ文化財調査センター　2018 年

　㖠器類　　　　　ࠗ ⋢東町文化財調査報告第㸶集　⋢東町西南戦争遺跡調査⥲ྜ報告書 　࠘⋢東町ᩍ⫱ጤဨ఍　2012 年

　　　　　　　　　బᒣ二㑻ࠗᑠ㖠 ᣙ㖠 機関㖠ධ門 　࠘ගே♫　2008
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θ 器種 ้印位置 ้印ᙧ状 ฟ土年度 ฟ土⟠所 ฟ土ᒙ位 θ 器種 ้印位置 ้印ᙧ状 ฟ土年度 ฟ土⟠所 ฟ土ᒙ位

1 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 31 控石柱θ 16 西ഃ 635 造成土（2-2 ᒙ） 91 丸瓦 ฝ面 㹆 31 控石柱θ 3～ 4 3-1 ᒙ～ 3-2 ᒙ

2 平瓦㸽 พ面 大ᆺᑠุᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 15 間▱石⿬㎸土 92 丸瓦 ฝ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 ⾲土

3 平瓦 พ面 大ᆺᑠุᙧ 㹆 31 控石柱θ 33 ～ 34 5-7 ᒙ 93 丸瓦 ฝ面 㹆 31 控石柱θ 14 東ഃ 022 石垣⿬㎸そ土

4 丸瓦 ฝ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土 94 丸瓦 ฝ面 㹆 31 控石柱θ 17 東ഃ 022 石垣⿬㎸そ土

5 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 31 控石柱θ 16 ～ 17 022 石垣⿬㎸そ土 95 平瓦 พ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土

6 丸瓦 ฝ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 17 635 造成土 96 平瓦㸽 พ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 14 022 石垣⿬㎸そ土

7 丸瓦 ฝ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 022 石垣⿬㎸そ土 97 ⇐ᩯ瓦 ฝ面 㹆 31 ࢳンࣞࢺ 9- ձ～ղ 635 造成土

8 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 9- ճ 635 造成土 98 平瓦 พ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土

9 丸瓦 ฝ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 635 造成土 99 平瓦㸽 พ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 635 造成土

10 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 31 控石柱θ 52 ～ 53 022 石垣⿬㎸そ土 100 平瓦 พ面 㹆 31 控石柱θ 14 東ഃ 022 石垣⿬㎸そ土

11 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 13 635 造成土 101 丸瓦 ฝ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 9- ճ 635 造成土

12 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 635 造成土 102 平瓦 พ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 635 造成土

13 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 11 ⾲土 103 平瓦 พ面 㹆 31 控石柱θ 59 ～ 60 635 造成土

14 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 022 石垣⿬㎸そ土 104 平瓦 พ面 㹆 31 控石柱θ 17 修復掘᪉

15 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 31 控石柱θ 13 ～ 14 022 石垣⿬㎸そ土 105 平瓦 พ面 㹆 31 控石柱θ 3～ 4 3-1 ᒙ～ 3-2 ᒙ

16 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 635 造成土 106 丸瓦 瓦ᙜ面 㹆 31 控石柱θ 14 ～ 15 635 造成土

17 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 9- ճ 635 造成土 107 ⇐ᩯ瓦 ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 ⾲土

18 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 17 022 石垣⿬㎸そ土 108 ㌺ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 12 635 造成土

19 丸瓦 ฝ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 31 控石柱θ 3～ 4 3-1 ᒙ～ 3-2 ᒙ 109 ⇐ᩯ瓦 ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 15 ⾲土

20 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 9- ձ 635 造成土 110 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 控石柱θ 1修復掘᪉

21 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 31 控石柱θ 11 ～ 12 022 石垣⿬㎸そ土 111 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土

22 平瓦 พ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 ⾲土 112 ㌺ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 47 修復掘᪉

23 丸瓦 ฝ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 13 ⾲土 113 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 17 022 石垣⿬㎸そ土

24 目ᯈ瓦 ⾲面 ᑠᆺᑠุᙧ 㹆 31 控石柱θ 1修復掘᪉ 114 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 控石柱θ 1修復掘᪉

25 平瓦 พ面 ᑠᆺᑠุᙧ 㹆 31 控石柱θ 21 ～ 22 635 造成土 115 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 ࢳンࣞࢺ 9- ձ～ղ西➃ 635 造成土

26 平瓦 ➃㒊 ᑠᆺᑠุᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 11 㯮⅊Ⰽ土 116 ⇐ᩯ瓦 ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 9- ղ 635 造成土

27 平瓦 พ面 ᑠᆺ༙月ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 12 635 造成土 117 ⇐ᩯ瓦 ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控柱θ 37 ～ 38 635 造成土

28 平瓦 พ面 大ᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 4～ 5 2-1 ᒙ 118 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 13 635 造成土

29 平瓦 พ面 大ᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 11 㯮⅊Ⰽ土 119 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 15 635 造成土

30 平瓦㸽 พ面 大ᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 ⾲土 120 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 17 022 石垣⿬㎸そ土

31 丸瓦 ฝ面 大ᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 12 635 造成土 121 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 9- ձ 635 造成土

32 平瓦 พ面 大ᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土 122 ㌺ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 61 ～ 62 㯮〓Ⰽΰ◁♟⢓土(1-14
ᒙ)

33 平瓦 พ面 長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 51 ～ 52 2-5 ᒙ 123 ㌺ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 61 ～ 62 㯮〓Ⰽΰ◁♟⢓土(1-14
ᒙ)

34 丸瓦 ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 52 ～ 53 022 石垣⿬㎸そ土 124 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 38 ～ 39 635 造成土

35 丸瓦 ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 55 西ഃ 022 石垣⿬㎸そ土 125 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 635 造成土

36 平瓦 พ面 長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土 126 ⇐ᩯ瓦 ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 17 635 造成土

37 平瓦 พ面 長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 022 石垣⿬㎸そ土 127 ⇐ᩯ瓦 ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 43 ～ 44 635 造成土

38 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 14 ⾲土 128 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 14 ～ 15 635 造成土

39 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 ᒣ◁ᒙ 129 ㌺ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 50 ～ 51 ♟㸩⢓土ᒙ

40 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 45 修復掘᪉ 130 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 46 ～ 47 635 造成土

41 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 10 ～ 11 635 造成土 131 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 022 石垣⿬㎸そ土

42 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 14 江戸期造成土 132 ㌺ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 ࢳンࣞࢺ 9- ճ北ቨ 635 造成土

43 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 17 修復掘᪉ 133 ⇐ᩯ瓦 ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 635 造成土

44 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 15 ⾲土 134 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 022 石垣⿬㎸そ土

45 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ⎭⟸ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 13 635 造成土 135 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土

46 平瓦 พ面 ᑠᆺ㰘ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 022 石垣⿬㎸そ土 136 ⇐ᩯ瓦 ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 20 修復掘᪉

47 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 13 635 造成土 137 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 ࢳンࣞࢺ 9- ղ～ճ 635 造成土

48 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土 138 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 13 635 造成土

49 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 64 ௜近 635 造成土 139 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 14 ～ 15 635 造成土

50 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 14 ～ 15 022 石垣⿬㎸そ土 140 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 14 ～ 15 635 造成土

51 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 12 635 造成土 141 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 17 635 造成土

52 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土 142 ⇐ᩯ瓦 ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 635 造成土

53 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 ⾲土 143 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 50 ～ 51 2-5 ᒙ

54 平瓦 พ面 ᑠᆺศ㖡ᙧ 㹆 31 控石柱θ 3～ 4 635 造成土 144 ᱞ瓦 平ฝ面 ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 635 造成土

55 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 14 ～ 15 022 石垣⿬㎸そ土 145 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 635 造成土

56 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 3～ 4 3-1 ᒙ～ 3-2 ᒙ 146 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 15 635 造成土

57 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 10 ～ 11 635 造成土 147 ⇐ᩯ瓦 ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 34 修復掘᪉

58 平瓦 พ面 ᑠᆺᑠุᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土 148 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 ⾲土

59 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 52 ～ 53 022 石垣⿬㎸そ土 149 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 12 635 造成土

60 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 50 西ഃ 635 造成土 150 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 022 石垣⿬㎸そ土

61 平瓦 พ面 ᑠᆺ᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土 151 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 ⾲土

62 平瓦 พ面 ᑠᆺ୙定ᙧ 㹆 31 控石柱θ 17 東ഃ 022 石垣⿬㎸そ土 152 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 29 修復掘᪉

63 平瓦 พ面 ᑠᆺᑠุᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 11 635 造成土 153 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 48 ～ 49 635 造成土

64 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 ࢳンࣞࢺ 14 南ഃ土ྎ石基♏ 基♏┤ୗ 154 丸瓦 พ面 長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 17 ⾲土

65 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 13 635 造成土 155 平瓦 ฝ面 大ᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 9- ձ 635 造成土

66 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 15 635 造成土 156 平瓦 ฝ面 長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 635 造成土

67 丸瓦 ฝ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土 157 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 㹆 31 控石柱θ 35 修復掘᪉

68 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 4～ 5土ྎ石基♏ 基♏┤ୗ◁฼ᒙ 158 ⇐ᩯ瓦㸽 ฝ面 大ᆺᑠุᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 17 022 石垣⿬㎸そ土

69 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 47 西ഃ 1-6 ᒙ┤ୗ 159 ᱞ瓦 平ฝ面 ⎭⟸ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 13 635 造成土

70 平瓦㸽 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 14 ⾲土 160 ᱞ瓦 平ฝ面 ⎭⟸ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 13 635 造成土

71 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 31 控石柱θ 3～ 4 3-1 ᒙ～ 3-2 ᒙ 161 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 ⎭⟸ᙧ 㹆 31 控石柱θ 14 ～ 15 635 造成土

72 平瓦 พ面 ᑠᆺ長᪉ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 9- ճ 635造成土 162 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 ⎭⟸ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 635 造成土

73 ⇐ᩯ瓦 พ面 ᥥきࣛ࣊ 㹆 31 控石柱θ 63 ～ 64 㯮〓Ⰽΰ◁♟⢓土(1-14ᒙ ) 163 ᱞ瓦 平ฝ面 ⎭⟸ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 ⾲土

74 平瓦 พ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 12 635 造成土 164 平瓦㸽 ฝ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 ⾲土

75 平瓦 พ面 㹆 31 控石柱θ 14 ～ 15 635 造成土 165 ⇐ᩯ瓦㸽 ฝ面 大ᆺ෇ᙧ 㹆 31 控石柱θ 56 ～ 57 635 造成土

76 平瓦 พ面 㹆 31 控石柱θ 14 ～ 15 635 造成土 166 ㌺目ᯈᱞ瓦 ฝ面 㹆 31 控石柱θ 43 ～ 44 022 石垣⿬㎸そ土

77 平瓦㸽 พ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 15 022 石垣⿬㎸そ土 167 目ᯈᱞ瓦 平ฝ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 15 ⾲土

78 平瓦 พ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 ⾲土 168 ㌺目ᯈᱞ瓦 平ฝ面 㹆 31 控石柱θ 2～ 3土ྎ石基♏ 基♏ࣔࣝタࣝෆ

79 丸瓦 ฝ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 022 石垣⿬㎸そ土 169 目ᯈᱞ瓦㸽 平พ面 㹆 31 ࢳンࣞࢺ 9- ձ西༙ 635 造成土

80 平瓦 พ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 635 造成土 170 ㌺目ᯈᱞ瓦 平ฝ面 㹆 31 ࢳンࣞࢺ 12 東ഃ ⾲᥇

81 平瓦 พ面 㹆 31 控石柱θ 53 ～ 54 635 造成土 171 目ᯈᱞ瓦 平ฝ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 14 ⾲土

82 平瓦 พ面 㹆 31 控石柱θ 14 東ഃ 022 石垣⿬㎸そ土 172 丸瓦 พ面 㹆 31 控石柱θ 3西ഃ 2-4 ᒙ

83 丸瓦 ฝ面 㹆 31 控石柱θ 14 ～ 15 635 造成土 173 ㌺目ᯈᱞ瓦 平ฝ面 㹆 31 控石柱θ 11 ௜近 ⾲土

84 平瓦 พ面 㹆 31 控石柱θ 7～ 8 635 造成土 174 ᱞ瓦㸽 平ฝ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 ⾲土

85 平瓦 พ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 18 635 造成土 175 θ 44 前➃㒊 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 635 造成土

86 丸瓦 ฝ面 㹆 31 控石柱θ 14 ～ 15 635 造成土 176 ᱞ瓦 平ฝ面 㹆 31 控石柱θ 45 修復掘᪉

87 丸瓦 ฝ面 㹆 31 控石柱θ 3～ 4 3-1 ᒙ～ 3-2 ᒙ 177 θ 119 ➃㒊 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 15 635 造成土

88 丸瓦 ฝ面 㹆 31 控石柱θ 4～ 5 2-1 ᒙ 178 θ 126 ➃㒊 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 17 635 造成土

89 丸瓦 ฝ面 㹆 31 控石柱θ 57 ～ 58 635 造成土 179 θ 133 ➃㒊 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 20 635 造成土

90 平瓦 พ面 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 19 ⾲土 180 θ 160 ➃㒊 㹆 30 ࢳンࣞࢺ 13 635 造成土

➨㸳⾲ࠉ⎰้༳୍ぴ⾲
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第３❶　⥲ᣓ
㸯㸬㑇ᵓ࡚࠸ࡘ࡟

௒ᅇの調査は、長塀の控石柱⿵ᙉに伴うもので平成 29・30 年度に行なった確認調査の成果 1 とほࡰ㱈

㱒は↓࠿ったが、長塀東➃で江戸期の土ᒙが高く残存していることを確認した。控石柱θ１－３間で᳨ฟ

した㸲－１ᒙで、特に控石柱θ２－３間ではこのᒙに㈞りつくような状態で多㔞の瓦がฟ土した（6;01）。

これを明治初年に長塀が解体された㝿の状態とุ᩿し、ᙜ初のタ計では⿵ᙉ基♏が瓦にᙳ㡪するために基

♏ᙧ状をኚ᭦し現地ಖ存のᥐ置を行なっている。瓦の構成は丸瓦・平瓦・目ᯈ瓦（ᯈ塀瓦）で、現在の目

ᯈᱞ瓦୕ᯛⵌきでᲷに⇐ᩯ瓦、㞜᣺に丸瓦を౑⏝したものではなく、目ᯈ瓦とᲷを平瓦・丸瓦でⵌいたも

のであったྍ⬟ᛶが高くなった。城ෆに江戸期の塀は長塀௨እ残存していないが、ྂ෗┿にはᒇ᰿構造の

ุ別ྍ⬟な塀が෗りこんでいるものがある。ᑠ天守北ഃ・平櫓西ഃ・ዊ行丸の塀は、本瓦ⵌきのྍ⬟ᛶが

高いが、竹の丸西➃のഛ前ᇼに面した⥆塀は、目ᯈ瓦を౑⏝したᒇ᰿構造のようである。⥆塀の目ᯈ瓦ⵌ

きについては㤿ල櫓の復ඖᩚഛ報告書 2 でもゝཬされている。௒ᅇの調査࠿ら᝿定される長塀のᒇ᰿構造

は城ෆに事౛があり、竹の丸西➃とྠじࡔったሙྜは、竹の丸の塀が一㐃の構造であったことも⪃えられる。

ࢳンࣞࢺ 14 で᳨ฟした江戸期の埋没控石柱は、現状の長塀の柱間にྜࡎࢃᯙ✰の高さも異なる。ᶆ‽

的な現況の控石柱とẚ㍑したሙྜ、㈏ᯈのᯙ✰としては 110 ੉程度పくなる。現況の石垣天➃よりもపく

⏝をなさないため、現況の石垣に控柱として伴うものではない。控石柱としての目的ではな࠿ったྍ⬟ᛶ

もྰ定できない。本文にもあるように長塀石垣はᐶỌ 11 年（1634）௨㝆に⹡ཱྀを石垣でሰぐᬑㄳが行な

で᳨ドすࡳった。௒ᅇ᳨ฟの埋没控石柱の࠿れている。長塀はᑡなくとも๰建ᙜ初は現在ぢるጼではなࢃ

ることはできないが、長塀ኚ㑄を⪃える中では重要な遺構である。

平成 31 年度に㝶時行なったᕤ事❧఍のうち、控石柱⿵ᙉ基♏᪋ᕤに伴う掘๐と控石柱建て㉳こしのᕤ

事❧఍は、発掘調査を⿵᏶する関ಀにある。発掘調査とᕤ事❧఍によって、௒ᅇの⿵ᙉ基♏掘๐⠊ᅖに明

治期の石垣修理௨前の遺構が残存している㒊ศがᴟめてᑡないことが明ら࠿となった。これは城としての

機⬟が⤊ࢃった後も、石垣や塀といった᪋タを維持することがႠࠎと⥆けられてきたことを♧す。また、

長塀前面石垣の明治期における修理⠊ᅖがおおよࡑ確定できたと⪃える。ࡑの௚にもྛ控石柱の修理のෆ

ᐜが明ら࠿となった。これまで᫛和 52 年度の修理のࡳは、報告書がห行されており 3 修理ෆᐜがẚ㍑的

のෆᐜをఏえるものでࡑがࡳれ௨እの修理に関しては、現状ኚ᭦⏦ㄳ書などの文書のࡑ、っていたが࠿ࢃ

あった。ᕤ事❧఍の⤖果と記㘓に㱈㱒があることが࠿ࢃった。また、これまでの修理における控石柱の⿵

修や⿵ᙉについても、᪋ᕤෆᐜのᴫ要が明ら࠿となった。

上記௨እのᕤ事もྵめると、ฟ土遺物や土ᒙのほᐹによって、長塀ࡔけではなく明治期௨㝆の竹の丸඲

体の土地฼⏝のኚ㑄を᥎測するᡭ᥃࠿りがᚓられたことも、大きな成果である。

㸰㸬㑇≀࡚࠸ࡘ࡟

調査ᑐ㇟が近代௨㝆のሁ積土であり、明治期௨㝆の竹の丸の土地฼⏝を཯ᫎした遺物がฟ土した。陶磁

器のฟ土㔞はᑡないが⫧前系の陶磁器が主体で、一㒊に⥙田焼などの在地⏘がࡳられるといった城ෆの௚

の調査地Ⅼとྠじᵝ┦であった。ฟ土遺物の主体を༨めたのは瓦であったが、௚の調査地Ⅼと異なるのは

近代௨㝆の瓦が多いⅬである。

௨ୗに近代瓦についてまとめる。

௒ᅇの調査でฟ土した主な瓦は、器ᙧによって丸瓦・平瓦・目ᯈᱞ瓦・ᱞ瓦・目ᯈ瓦・⇐ᩯ瓦にศ類で

き、Ჷ瓦やⵌくሙ所が㝈られる瓦もᑡ㔞ฟ土した。これらの瓦を㌺ඛのあるものでศ類するとୗ記のϨ～

ϫ類とになり、さらに文ᵝによりศ類できる。

　Ϩ類㸸㌺丸瓦（㸿㸸୕ᕮ文　㹀㸸᱖᱾⣠　㹁㸸஑᭙⣠　㹂㸸日㊊文）
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　ϩ類㸸㌺平瓦（中ᚰ㣭㸿㸸ⶈ⳹　中ᚰ㣭㹀㸸᱖᱾　中ᚰ㣭㹁㸸஑᭙）

　Ϫ類㸸㌺目ᯈᱞ瓦（丸瓦㒊ศの文ᵝと平瓦㒊ศの文ᵝで多くのࣂリ࢚ーシࣙンがある。）

　ϫ類㸸㌺ᱞ瓦（Ϫ類とྠじく、丸瓦㒊ศの文ᵝと平瓦㒊ศの文ᵝで多くのࣂリ࢚ーシࣙンがある。）

調査で᭱も多くฟ土したのはϪ類とϫ類で、現在の長塀に関㐃する瓦はϪ類である。これ௨እに長塀と

関㐃のある瓦としては、第３❶本文や本❶の記㏙の中で「目ᯈ瓦」があるとした。ここでは長塀およࡧ竹

の丸に┤᥋関㐃があるとࡳられる瓦についてྲྀり上ࡆる。

・目ᯈᱞ瓦と目ᯈ瓦について

目ᯈᱞ瓦の定⩏については、第３❶５－（２）－ղで㏙べたとおりである。この種の瓦は熊本城ෆでは

江戸期࠿ら⏝いられていることが、これまでの調査で明ら࠿となっている 4。௒ᅇのฟ土遺物の中にもࡑ

の้印࠿ら┈城町土ᒣ⏘の江戸期の目ᯈᱞ瓦と⪃えられるものがྵまれているが、ฟ土瓦の中では主体的

なものではない。現在の長塀にⵌ࠿れている目ᯈᱞ瓦がࡑの主体をなす。

長塀にⵌ࠿れていた㌺目ᯈᱞ瓦は、ฟ土品௨እにも௒ᅇの解体修理に伴ってୗࢁされた瓦があり、文ᵝ

構成より６種類あることを確認している 5。基本的に、丸瓦㒊は஑᭙⣠、平瓦㒊は஑᭙⣠の中ᚰ㣭の୧⬥

に၈ⲡ文を㓄するものであるが、➰に㐪いがあり文ᵝが異なる。ฝ面にᢲされた修理年度を♧す้印࠿ら、

ྛ修理年度と文ᵝの関ಀが把握できる。この中に้印のないもの（↓㖭）があり、瓦ᙜྑ上➃㒊に㝮ษり

を᪋し調ᩚが᭱も丁ᑀである。้印のある瓦で᭱も丁ᑀな調ᩚがぢられるものは、「᫛和 28 年度修⿵」「᫛

和 30 年度修⿵」の้印を持つものであるが、ࡑこ࠿ら修理年が進ࡴにつれ面ྲྀりや㝮ษりとゝった丁ᑀ

な調ᩚがぢられなくなる。平瓦㒊ྑഃ⦕㒊の面ྲྀりのᅇᩘをぢると↓㖭の瓦が᭱も丁ᑀで、᫛和 28 年度・

30 年度がࡑれにḟぐこと࠿ら、↓㖭の瓦はこの種の瓦の中で᭱もྂいもの、すなࢃち長塀が修復された

ᙜ初の瓦のྍ⬟ᛶが高いと⪃える。᫛和 52 年度の修⿵瓦は調ᩚが丁ᑀであるが、文ᵝは᫛和 29 年度の修

⿵瓦を、ᕥഃ⦕㒊の調ᩚは᫛和 28 年度修⿵瓦をཧ⪃にしてసられているようである。

調査⤖果の項などでも㏙べたとおり、長塀はいったん解体された後に修復されていることが明ら࠿であ

る。6;01 のฟ土状況よりぢて、解体௨前にⵌ࠿れていた瓦は目ᯈ瓦であるྍ⬟ᛶが㠀ᖖに高いため、目

ᯈᱞ瓦は現在の長塀が修復された㝿に౑⏝された瓦と⪃える。

・ᱞ瓦について

目ᯈᱞ瓦や目ᯈ瓦は、長塀に関ࢃる瓦としたが、௒ᅇの調査で㔞的に᭱も多くฟ土したのはᱞ瓦である。

ᱞ瓦⮬体は඲ᅜ的にぢると、17 世⣖後༙にはᗈく⏝いられていることが明らࡔ࠿が、熊本城ෆでは、城

としての機⬟があった時代、すなࢃち江戸時代においては、目ᯈᱞ瓦がᱞ瓦とྠᵝのാきをする瓦として、

㡿ෆ (現在の┈城町土ᒣなど )で⏕⏘されたものが城ෆで⏝いられてきた。近代にධっても土ᒣでは瓦の

⏕⏘が⥆くのࡔが、熊本市࿘㎶でྂẸ家等にⵌ࠿れている瓦をほᐹすると、熊本市ෆや⳥ụ市の㝰ᗓなど

では、目ᯈᱞ瓦が᭱もࣛࣗࣆ࣏ーなものとしてᤊえられる。し࠿し熊本城ෆにおいては、明治時代௨㝆に

はᱞ瓦が⏝いられていることが、これまでの調査成果࠿らも明ら࠿である 6。熊本城ෆで明治時代௨㝆に

ᩚഛされるのは旧日本㝣㌷の᪋タであること࠿ら、ᱞ瓦はࡑれらにⵌ࠿れていたものとᤊえるのが᭱も⮬

↛であࢁう。

௒ᅇฟ土した㌺ᱞ瓦 (ϫ類 )は、瓦ᙜ文ᵝ࠿ら大きく２類にศ類できる（第 59・60 ᅗ）。一つは丸瓦㒊

が୕ᕮ文で、平瓦㒊が⳥花文の中ᚰ㣭の୧⬥に၈ⲡ文を㓄するもの（ϫ－㸿類）。もう一つは丸瓦㒊が⺬

の目⣠で、平瓦㒊がᐆ⌔ᵝの中ᚰ㣭の୧⬥にඛ➃が㡢➢状に丸くなる၈ⲡ文を㓄するもの（ϫ－㹀類）で

ある。ฟ土㔞࠿らࡳるとᅽಽ的にϫ－㹀類が多く、ϫ－㸿類はᐈ体的でᩘⅬのฟ土に␃まる。

ϫ－㸿類は、丸瓦㒊の୕ᕮ文のᕳき᪉ྥや平瓦㒊の文ᵝ࠿らさらに細ศができるが、ྠじものが」ᩘⅬ

はない状況である。ϫ－㹀類は平瓦㒊の文ᵝ࠿ら７類に細ศでき、ࡑれࡒれの文ᵝにᑐᛂする้印が認め

られる。ࡑれࡒれの文ᵝと้印の関ಀは第 59・60 ᅗに♧す。このうちϫ－㹀－１類としたものが、もっ
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とも文ᵝとして細࠿く⾲現されており、中ᚰ㣭࠿らఙࡧる３本の၈ⲡ文が඲て中ᚰ㣭の⬥࠿らฟているが、

２類࠿ら７類は၈ⲡ文が中ᚰ㣭に㐩しないものや、ࡑの本ᩘがῶるなど、文ᵝが┬␎されるഴྥがぢられ

る。ඛ㏙のように、ϫ－㹀類はྛ類ᆺにおける文ᵝと้印の関ಀがおおࡡࡴ把握でき、้印には「⟃後ᰗ

Ἑ」「⟃後ᰗ川」「ᩓ田」の地名と⏕⏘者名がධっていること࠿ら、⚟ᒸ┴ᒣ門㒆୕橋町 (現ᰗ川市୕橋町 )

で⏕⏘された瓦であることが࠿ࢃる。

これらの瓦のศᕸや౑⏝された建物を᥎測するために、ྠᵝの瓦ᙜ文ᵝを᭷する瓦の類౛の収集をヨࡳ

た。し࠿し、近代௨㝆の遺物であること࠿ら࠿㠀ᖖに報告౛がᑡなく、⚟ᒸ┴ᰗ川市矢加㒊町ᒇᩜ遺跡 7、

⚟ᒸ┴北஑ᕞ市ᑠ಴城㸶などᩘࣧ所の遺跡で確認したに過ぎない。なお、熊本城ෆでは、旧第භᖌᅋᣊ⚗

所 (現在の加藤⚄♫ )の門として౑⏝された後、竹の丸西➃に⛣築された、Ḁ᪉門にϫ－㹀類の瓦が現在

もⵌ࠿れていることを確認している。

矢加㒊町ᒇᩜ遺跡は集ⴠ跡とされている遺跡で、ᱞ瓦の平瓦㒊のࡳをẚ㍑すれࡤ、熊本城でฟ土したも

のとྠ➰、もしくはࡑれに近いような瓦がฟ土している。ල体的には㸿類と㹀類、⳥花文の中ᚰ㣭に㡢➢

状の၈ⲡを㓄する㸿類と㹀類の要⣲がΰ在したものがある。矢加㒊町ᒇᩜ遺跡の⳥花文㸩㡢➢状၈ⲡ文の

が、熊本┴ඵ代市のᯇ὾㌺（細川家➹頭家⪁ᯇ஭家の὾御殿）ẕᒇ⿬のࡔせは熊本城ではᮍ確認ࢃྜࡳ⤌

塀などで現在もⵌ࠿れていることを確認している。なお、丸瓦㒊は୕ᕮ文のࡳを確認しており、⺬の目⣠

は確認していない。矢加㒊ᒇᩜ遺跡の౛をぢると、௒ᅇの調査でϫ－㸿類としたものにも、「ᰗ川�ᩓ田」

の้印がぢられること࠿ら、௒ᅇの調査でฟ土したϫ－㸿類の瓦もᰗ川ᩓ田⏘であると⪃えて大過なさࡑ

うである。

ᑠ಴城跡でも近代のᱞ瓦が多く報告されている。ࡑして、ϫ－㹀類(⺬の目⣠㸩中ᚰ㣭ᐆ⌔文に၈ⲡ文)

としたものとྠじ瓦が、ᩘはᑡないが報告されている。ᑠ಴城のᱞ瓦は⏘地をྵࣂࡴリ࢚ーシࣙンが㠀ᖖ

に㇏ᐩであり、熊本城とはᵝ┦が異なるようである。

また、このᱞ瓦の⏕⏘地であるᰗ川࿘㎶や熊本┴ෆྛ地のྂẸ家などで、現在もⵌ࠿れている瓦のほᐹ

も行なった。ᜳⓙ調査的なものではないが、ᰗ川市ෆ・ඵዪ市㯮木ఏ⤫的建造物群ಖ存地区・ඵዪ市❧花

町・熊本市・ඵ代市・水ಛ市でᰗ川ᩓ田⏘のものとࡳられるᱞ瓦を౑⏝している建物を確認している。ඵ

代市のᯇ὾㌺௨እは、すべてẸ家もしくは♫ᑎであるが、ぢられる瓦はϫ－㸿類とした系⤫のものと、平

瓦㒊に㸿類と㹀類୧᪉の要⣲をేせ持ったものがᅽಽ的に多い。ϫ－㹀類としたものはほࡰⓙ↓で、平瓦

㒊はϫ－㹀類とした系⤫であっても、丸瓦㒊に୕ᕮ文を⤌ࢃྜࡳせるもの、もしくは丸瓦㒊を┬␎するも

のとなる。丸瓦㒊に⺬の目⣠を᥇⏝するものは㠀ᖖにᑡなく、ほᐹできたものでは熊本市中央区᪂町にあ

るྜྷ田ᯇ花ᇽの土塀に⏝いられている౛のࡳである。このこと࠿ら、熊本城௨እで⏝いられるᰗ川ᩓ田⏘

の瓦には、熊本城で⏝いられるྠ⏘の瓦とྠᵝのព໶のものは⏝いられないのでは、とのぢ通しをᚓるこ

とができた。ᰗ川ᩓ田⏘の瓦のศᕸは、藤丸୕㞝ࠗ୕橋町の製瓦業について࠘9 などによると、᭷明ᾏἢ

ᓊ地ᇦの物⏘を⯚㐠によりᰗ川࡬㐠んࡔ後の、いࡺࢃるᖐりⲴとして積ࡳ㎸まれて持ちᖐられたとのこと

で、ᰗ川࠿ら㐲く㞳れた水ಛなど、᭷明ᾏἢᓊ地ᇦにᗈくศᕸするのは、このことに㉳因すると⪃えられる。

またྠ著には、「ᩓ田を中ᚰにసられた瓦は、一時㙠ྎ瓦とも࿧ࡤれ、旧第භᖌᅋの熊本城ෆのර⯋の

瓦の୐๭௨上を༨めていた」との記㏙がある。この「㙠ྎ瓦」が、熊本城௨እではほとんど目にすること

がないϫ－㹀類とする確ドはないが、熊本城ෆでぢられるᱞ瓦のฟ⮬を⪃えるうえで㠀ᖖに⯆࿡῝い。た

ら、「㙠ྎ瓦」として熊本の旧日本㝣㌷関㐃᪋タにの࠿ϫ－㹀類は、ᑠ಴城跡でもฟ土していること、ࡔ

。౪⤥されていたものではないࡳ

௨上、௒ᅇฟ土したᱞ瓦をぢてきた。熊本城ෆでฟ土するᰗ川ᩓ田⏘のᱞ瓦は、旧日本㝣㌷の᪋タに⏝

いられていたことは、城ෆでの近代の土地฼⏝とࡑのฟ土状況を㚷ࡳたሙྜ、ࡑの⵹↛ᛶは高いと⪃えら

れる。たࡔし、これらの瓦、特に⺬の目⣠を᥇⏝する瓦が、旧第භᖌᅋの᪋タに౑⏝するために焼࠿れた
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特ὀの瓦であるとまでは、ゝいษることはできない。
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の成果を踏まえて、長塀の復旧が進められた。



熊本城調査研究センター報告書　第６集

特別史跡熊本城跡復旧事業報告書２
-重要文化財長塀復旧に伴う発掘調査 -

2021 年 3 月

発行　熊本城調査研究センター

〒 860-0806　熊本市中央区花畑町９番６号

℡（０９６）３５５－２３２７

印刷　コロニー印刷

〒 860-0051　熊本市西区二本木３丁目 12-37

℡（０９６）３５３－１２９１




